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折
口
信
夫
の
民
俗
学

　
　
―
柳
田
國
男
か
ら
の
示
唆
―

小
川
直
之

　
　
　

一
、『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
第
二
「
追
ひ
書
き
」
か
ら

　

國
學
院
大
學
の
学
統
の
一
つ
で
あ
る
民
俗
学
の
特
集
が
編
ま
れ
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
の
学
統
形
成
の
標
と
な
っ
た
折
口
信
夫
と
柳
田
國
男
の
学
問

を
取
り
上
げ
、
両
者
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
交
錯
し
て
い
る
の
か
、
具
体

的
に
は
、
折
口
が
民
間
伝
承
研
究
・
民
俗
学
に
よ
る
新
た
な
国
学
の
樹
立

を
め
ざ
す
な
か
で（

（
（

、
柳
田
の
研
究
か
ら
得
た
と
思
わ
れ
る
示
唆
を
整
理
し

て
お
く
の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

　

折
口
信
夫
は
國
學
院
大
學
大
学
部
国
文
学
科
を
卒
業
後
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
七
月
の
信
州
採
訪
旅
行
か
ら
の
帰
宅
後
、
九
月
九
日
に

三
十
四
歳
で
國
學
院
大
學
専
任
講
師
に
就
任
し
、
翌
大
正
十
年

（
一
九
二
一
）
の
沖
縄
採
訪
か
ら
の
帰
宅
後
九
月
三
十
日
に
教
授
と
な
っ

て
い
る
。
國
學
院
大
學
専
任
講
師
に
な
る
以
前
に
学
内
で
郷
土
研
究
会
を

立
ち
上
げ
て
、
学
生
た
ち
に
民
俗
学
の
指
導
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
会
で

は
大
正
九
年
九
・
十
月
に
柳
田
國
男
を
招
き
、
二
回
に
わ
た
っ
て
「
フ
ォ

ク
ロ
ア
の
範
囲
」
の
講
演
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
柳
田
は
、
戦
後
の
昭

和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
に
大
学
院
の
神
道
学
専
攻
設
置
に
あ
た

り
、
理
論
神
道
学
を
担
当
す
る
教
員
と
し
て
本
学
教
授
に
就
任
し
、
大
学

院
で
講
義
を
行
い
、
さ
ら
に
は
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
の
日
本
文
化
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研
究
所
設
立
に
も
尽
力
し
て
い
る
。
柳
田
は
教
授
就
任
以
前
か
ら
、
先
の

郷
土
研
究
会
だ
け
で
な
く
、
折
口
ら
が
設
立
し
た
國
學
院
大
學
国
文
学
会

で
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
十
一
月
二
十
七
日
に
「
俳
諧
と
フ
ォ
ク
ロ

ア
」
を
講
演
す
る
と
か
、
國
學
院
大
學
方
言
研
究
会
が
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）
に
柳
田
の
『
禁
忌
習
俗
語
彙
』
を
出
版
す
る
な
ど
、
國
學

院
大
學
と
は
密
接
な
関
係
を
持
ち
つ
づ
け
て
い
る
。
本
学
の
学
統
形
成
に

柳
田
を
あ
げ
る
所
以
は
こ
う
し
た
経
緯
に
拠
る
。

　

國
學
院
大
學
の
民
俗
学
が
「
国
学
」
と
い
う
学
問
の
流
れ
の
な
か
で
形

づ
く
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、折
口
は
、昭
和
五
年（
一
九
三
〇
）

六
月
刊
の
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
の
「
追
ひ
書
き
」
の
中
で
自
分
の

研
究
は
「
新
し
い
国
学
」
の
樹
立
を
目
指
す
も
の
で
、
そ
れ
は
柳
田
國
男

に
導
か
れ
て
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
「
追
ひ
書
き
」
は
、『
古
代

研
究
』
を
ま
と
め
て
い
る
と
き
の
自
分
の
境
遇
か
ら
始
ま
り
、
学
生
時
代

の
こ
と
と
、
目
指
す
学
問
手
法
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
具
体

的
に
検
証
し
て
み
る
と
、
折
口
は
あ
り
の
ま
ま
を
綴
っ
て
い
て
、
民
俗
研

究
の
足
取
り
や
思
い
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
と
の
関
連
で
は
、
折
口
は
自
分
の
研
究
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

�

学
問
上
の
恩
徳
を
報
謝
す
る
た
め
に
は
、
柳
田
國
男
先
生
に
献
る
の

が
、
順
道
ら
し
く
考
へ
な
い
で
は
な
い
。
で
も
、
そ
の
為
に
は
、
も

つ
と
努
力
し
て
、
よ
い
本
を
書
い
て
か
ら
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
気
が
す

る
。
其
ほ
ど
、
先
生
の
学
問
の
お
か
げ
を
、
深
く
蒙
つ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
。
先
生
の
表
現
法
を
模
倣
す
る
事
に
よ
つ
て
、
そ
の
学
問
を
、

全
的
に
と
り
こ
ま
う
と
努
め
た
。
先
生
の
態
度
を
鵜
呑
み
し
て
、
其

感
受
力
を
、
自
分
の
内
に
活
か
さ
う
と
し
た
。
私
の
学
問
に
、
若
し

万
が
一
、
新
鮮
と
芳
烈
と
を
具
へ
て
ゐ
る
処
が
あ
る
と
し
た
ら
、
其

は
、
先
生
の
口
う
つ
し
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
又
、
私
の
学
問
に
、

独
自
の
境
地
・
発
見
が
あ
る
と
見
え
る
も
の
が
あ
つ
た
な
ら
、
其
も

亦
、
先
生
の
『
石
神
問
答
』
前
後
か
ら
引
き
続
い
た
、
長
い
研
究
か

ら
受
け
た
暗
示
の
、
具
体
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。（「
全
集
」

３
）

　

随
分
と
へ
り
く
だ
っ
た
言
い
方
と
思
え
る
部
分
も
あ
る
が
、
重
要
な
の

は
「
私
の
学
問
に
」
以
降
の
一
文
で
あ
ろ
う
。
折
口
は
、
柳
田
の
『
石
神

問
答
』
前
後
以
後
の
研
究
か
ら
の
暗
示
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
研
究
を
進

め
た
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
次
項
以
降
で
具
体
的
に
み

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

そ
の
前
に
、
折
口
が
言
う
「
先
生
の
『
石
神
問
答
』
前
後
か
ら
引
き
続

い
た
、
長
い
研
究
」
か
ら
検
討
し
て
お
く
と
、
柳
田
は
明
治
四
十
三
年
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（
一
九
一
〇
）
に
『
石
神
問
答
』
と
『
遠
野
物
語
』
を
出
版
し
て
い
る
。

そ
の
前
年
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
宮
崎
県
椎
葉
村
の
狩
猟
伝

承
な
ど
を
、
当
時
の
村
長
中
瀬
淳
の
手
記
を
含
め
て
ま
と
め
た
『
後
狩
詞

記
』
も
刊
行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
か
ら

は
学
術
雑
誌
で
あ
る『
歴
史
地
理
』『
東
京
人
類
学
雑
誌
』『
考
古
学
雑
誌
』

『
斯
民
』
な
ど
に
地
名
や
伝
説
、
山
の
神
等
の
民
間
伝
承
に
関
す
る
論
考

の
発
表
を
始
め
、
明
治
四
十
二
・
四
十
三
年
（
一
九
〇
九
・
一
〇
）
に
は
農

政
学
か
ら
民
間
伝
承
の
研
究
へ
と
軸
足
を
移
し
て
い
る（

（
（

。

　

明
治
時
代
末
か
ら
大
正
時
代
初
め
に
か
け
て
の
柳
田
の
民
間
伝
承
研
究

に
は
、
た
と
え
ば
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の
『
人
類
学
雑
誌
』

二
七
巻
一
号
・
二
号
に
発
表
し
た
「
踊
の
今
と
昔
」（
一
）（
二
）、
同

二
七
巻
六
号
・
七
号
、二
八
巻
二
号
の「「
イ
タ
カ
」及
び「
サ
ン
カ
」」（
一
）

（
二
）（
三
）、
大
正
二
年
五
月
（
一
九
一
三
）
の
『
国
家
学
会
雑
誌
』

二
七
巻
五
号
に
執
筆
し
た
「
所
謂
特
殊
部
落
ノ
種
類（

（
（

」
な
ど
が
あ
り
、
後

述
す
る
よ
う
に
折
口
は
こ
れ
ら
か
ら
示
唆
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
え
る
。
折
口
の
蔵
書
に
は
「
踊
の
今
と
昔
」「「
イ
タ
カ
」
及
び
「
サ

ン
カ
」」が
掲
載
さ
れ
て
い
る
巻
は
な
い
が
、明
治
四
十
四
年（
一
九
一
一
）

十
二
月
に
は
東
京
人
類
学
会
に
入
会
し
て
い
る
。『
東
京
人
類
学
雑
誌
』

の
蔵
書
は
、
入
会
前
の
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
の
三
巻
二
一
号
か
ら

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
五
月
の
四
五
巻
九
号
ま
で
断
続
的
に
あ
り
、
先

の
柳
田
論
文
を
読
ん
で
い
な
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
ま
た
、
柳
田
は
大

正
二
年
（
一
九
一
三
）
三
月
に
高
木
敏
雄
と
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
の
発
刊

を
始
め
、
論
述
の
大
半
を
こ
の
雑
誌
に
掲
載
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
創

刊
号
か
ら「
巫
女
考
」「
山
人
外
傳
資
料
」を
連
載
し
て
い
る
。折
口
は『
郷

土
研
究
』
に
は
一
巻
一
〇
号
の
「
三
郷
巷
談
」
か
ら
投
稿
を
行
っ
て
い
て
、

こ
の
学
術
誌
は
確
実
に
購
読
し
て
い
た
。

　

折
口
が
、柳
田
の
民
間
伝
承
研
究
が『
石
神
問
答
』前
後
以
降
に
始
ま
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
は
的
確
で
あ
り
、
折
口
の
民
間
伝
承
へ
の
注

視
と
、
こ
れ
に
よ
る
研
究
も
明
治
時
代
末
に
始
ま
り
、
大
正
時
代
初
め
か

ら
そ
の
成
果
を
発
表
し
始
め
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
折
口
は
「
追
ひ
書
き
」
で
は
、

　
　

�　

今
で
は
、先
生
の
益
倦
ま
ぬ
精
励
が
、我
々
の
及
ば
ぬ
処
ま
で
も
、

段
々
進
ん
で
行
つ
て
居
ら
れ
、
新
し
く
門
下
に
参
じ
る
人
た
ち
も
、

殖
え
て
ゆ
く
一
方
で
あ
る
。或
は
心
理
学
的
に
、社
会
学
的
に
、日
々

新
し
い
研
究
法
を
加
へ
て
行
か
れ
る
姿
が
あ
る
。
発
足
点
か
ら
知
つ

た
私
自
身
は
、
一
次
・
二
次
の
も
の
に
、
固
執
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ

な
い
。
使
徒
の
中
、
最
愚
鈍
な
者
の
伝
へ
た
教
義
が
、
私
の
持
す
る

民
俗
学
態
度
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
な
が
ら
、
私
は
先
生
の
学
問
に

触
れ
て
、
初
め
は
疑
ひ
、
漸
く
に
し
て
会
得
し
、
遂
に
は
、
我
が
生
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く
べ
き
道
に
出
た
と
感
じ
た
歓
び
を
、今
も
忘
れ
な
い
で
ゐ
る
。（「
全

集
」
３
）

　

と
、
心
境
を
吐
露
し
て
い
る
。
折
口
は
、
こ
れ
を
書
い
た
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
時
点
で
は
そ
の
後
の
柳
田
の
心
理
学
的
、
社
会
学
的
研
究

よ
り
も
、
明
治
時
代
末
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
の
、
特
定
地
域
の
民
間
伝
承

叙
述
や
、
前
近
代
資
料
の
利
用
と
各
地
の
民
間
伝
承
の
比
較
に
よ
る
民
俗

の
歴
史
的
研
究
に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
柳
田
の
教
え
を
伝
え
る
者
の
中
で

は
、
私
の
民
俗
学
は
も
っ
と
も
愚
か
な
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
思
い
が
あ
る
も
の
の
、
柳
田
の
学
問
に
触
れ
て

「
我
が
生
く
べ
き
道
に
出
た
と
感
じ
た
歓
び
を
、今
も
忘
れ
な
い
」と
い
う
。

柳
田
の
学
問
は
、
折
口
に
と
っ
て
は
、
研
究
の
方
途
に
苦
悩
す
る
な
か
で

の
光
明
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
折
口
が
「
追
ひ
書
き
」
で
い
う
柳
田
國
男
の
一
次
・
二
次

の
民
間
伝
承
研
究
か
ら
の
暗
示
と
は
何
で
あ
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

「
一
次
」
は
「
民
間
伝
承
」
を
研
究
対
象
に
し
、
そ
れ
を
叙
述
す
る
と
い

う
視
点
、
姿
勢
で
あ
り
、「
二
次
」
は
こ
れ
に
よ
る
明
治
時
代
末
、
そ
の

後
の
『
郷
土
研
究
』
誌
上
な
ど
で
の
、
日
本
の
文
化
や
社
会
の
歴
史
的
研

究
と
考
え
ら
れ
る
。
折
口
に
と
っ
て
は
、
具
体
的
に
は
後
の
大
正
十
四
年

（
一
九
二
五
）
の
「
古
代
生
活
の
研
究
」
に
い
う
「
生
活
の
古
典
」
と
い

う
指
標
に
よ
る
伝
承
叙
述
と
、被
差
別
村
落
や
社
会
的
下
層
民
へ
の
注
視
、

「
標
山
」・「
依
代
」
理
論
や
「
ま
れ
び
と
」
論
な
ど
の
定
立
と
い
え
よ
う
。

　
　
　

二
、「
三
郷
巷
談
」
と
柳
田
國
男
の
初
期
論
文

　

折
口
の
民
間
伝
承
研
究
・
民
俗
学
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
二

月
の
『
郷
土
研
究
』
一
巻
一
〇
号
に
「
三
郷
巷
談
」
を
発
表
す
る
の
が
最

初
で
あ
る
。
こ
れ
は
折
口
が
生
ま
れ
育
っ
た
大
阪
の
民
間
伝
承
を
叙
述
し

た
も
の
で
、『
郷
土
研
究
』一
巻
一
〇
号
の
表
紙
に
は
本
号
要
目
と
し
て「
三

郷
巷
談
」
が
あ
げ
ら
れ
、「
資
料
及
報
告
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
四
頁
余
り

の
資
料
報
告
で
あ
る
。
こ
の
後
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
の
『
郷

土
研
究
』
二
巻
一
号
、
や
や
時
を
経
て
大
正
五
年
（
一
九
一
五
）
十
月
の

『
郷
土
研
究
』
四
巻
七
号
に
「
三
郷
巷
談
」
続
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
郷
土
研
究
』
休
刊
後
は
折
口
が
主
宰
す
る
大
正
七
年
八
月
創
刊

の
『
土
俗
と
伝
説
』
一
巻
一
号
、
同
年
十
月
の
一
巻
三
号
に
、
膝
折
武
助

の
名
で
「
三
郷
巷
談
」
の
続
き
を
掲
載
す
る
。「
三
郷
巷
談
」
は
都
合
五

回
に
わ
た
る
二
四
話
の
発
表
と
な
る
。
自
ら
が
記
し
た
昭
和
十
二
年

（
一
九
三
七
）
の
「
自
撰
年
譜
」（
二
）
で
は
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

に
「
三
月
、
柳
田
先
生
に
よ
り
、『
郷
土
研
究
』
創
刊
。「
三
郷
巷
談
」
─

採
訪
記
─
を
投
稿（

4
（

」
と
、「
三
郷
巷
談
」
に
「
採
訪
記
」
と
い
う
註
記
を
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付
け
て
い
る
。
こ
れ
は
実
地
の
民
間
伝
承
に
視
点
を
向
け
る
と
い
う
、
新

た
な
研
究
法
へ
の
取
り
組
み
を
強
調
し
た
と
理
解
で
き
る
。

　

た
だ
し
「
三
郷
巷
談
」
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
刊
の
『
古

代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
へ
の
収
録
は
、
連
載
の
二
回
目
で
あ
る
『
郷
土
研

究
』
二
巻
一
号
以
降
の
「
三
郷
巷
談
」
に
と
ど
め
て
い
る
。
初
回
で
あ
る

『
郷
土
研
究
』
一
巻
一
〇
号
掲
載
の
「
三
郷
巷
談
」
は
除
外
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
記
述
内
容
に
具
体
的
な
地
名
を
明
記
し
た
被
差
別
集
落
の
伝
承

が
い
く
つ
も
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
、
こ
れ
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
は
そ
の
解
放
運
動
を
行
う
全

国
水
平
社
が
組
織
さ
れ
、
昭
和
初
期
に
は
活
動
が
展
開
し
て
お
り
、
差
別

解
放
の
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

大
阪
木
津
の
折
口
家
は
、
生
薬
・
雑
貨
を
商
う
家
で
、
信
夫
の
祖
父
造

酒
ノ
介
の
代
か
ら
医
業
も
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
飛
鳥
か
ら
の
聟
養
子
で

あ
っ
た
造
酒
ノ
介
は
診
療
に
お
い
て
は
、
被
差
別
集
落
の
者
も
分
け
隔
て

な
く
診
療
し
、
被
差
別
集
落
か
ら
の
信
頼
が
篤
か
っ
た
と
い
う
。「
三
郷

巷
談
」
と
同
じ
頃
の
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
に
『
不
二
新
聞
』
に

連
載
し
た
自
伝
風
小
説
の
「
口
ぶ
え
」（「
全
集
」
（7
所
収
）
に
は
祖
父
の

診
療
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
十
八
年
の
夏
、
こ
れ
ら
病

が
流
行
し
た
。
医
者
で
あ
つ
た
祖
父
は
土
地
の
人
々
の
た
め
に
、
夜
の
目

も
寝
な
い
で
奔
走
し
て
ゐ
た
。･････

今
度
は
自
身
で
死
な
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
病
に
と
り
つ
か
れ
た
。
つ
つ
し
み
深
か
つ
た
人
が
、
被
せ
て
も
被
せ

て
も
蒲
団
を
脱
い
で
の
た
う
つ
て
苦
し
ん
だ
。
祖
父
の
死
ん
だ
こ
と
が
聞

え
る
と
、
近
く
、
穢
多
村
か
ら
、
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
軒
さ
き
へ
来
て
わ
あ
わ
あ

泣
い
た
。『
先
生
さ
ん
が
死
に
や
は
つ
た
ら
、
わ
し
ら
見
た
い
な
者
は
、

こ
れ
か
ら
病
気
に
な
つ
て
も
誰
も
見
て
く
れ
る
人
は
な
い
。』
と
大
声
あ

げ
て
哭
い
た
者
も
あ
つ
た
さ
う
で
あ
る
」
と
あ
る
。
事
実
と
思
わ
れ
る
こ

の
叙
述
か
ら
は
、
信
夫
に
と
っ
て
も
被
差
別
集
落
の
人
た
ち
は
、
決
し
て

差
別
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
会
員
に
し
か
渡

ら
な
い
雑
誌
『
郷
土
研
究
』
と
は
違
い
、
書
冊
と
し
て
一
般
に
流
通
す
る

『
古
代
研
究
』
に
は
そ
れ
な
り
の
配
慮
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
は
、
柳
田
の
著
作
で
い
え
ば
『
遠
野
物
語
』
と
同
じ
よ

う
に
、
伝
承
を
一
話
ず
つ
記
す
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
巷
談
に
便
宜
的
に

番
号
を
付
し
て
内
容
を
あ
げ
る
と
、
①
平
野
の
御
霊
神
社
氏
子
は
玉
茎
が

曲
が
っ
て
い
る
と
い
う
身
体
的
伝
承
と
、
そ
の
類
例
と
し
て
東
区
難
波
の

八
坂
神
社
、
堺
市
の
天
満
宮
、
河
内
の
道
明
寺
天
神
の
氏
子
に
つ
い
て
の

伝
承
を
あ
げ
る（

5
（

。
②
「
ぼ
お
た
」
と
呼
ぶ
明
治
初
年
ま
で
の
嫁
盗
み
習
俗

と
そ
の
経
済
的
事
由
、
③
被
差
別
集
落
の
伝
承
で
あ
る
「
ゑ
つ
た
の
こ
き

わ
け
」、
④
「
一
里
ゑ
つ
た
夙
三
里
」
の
成
句
と
そ
の
集
落
の
あ
り
方
、

⑤
「
夙
村
の
人
間
は
肋
骨
が
一
本
足
ら
ぬ
と
伝
え
て
ゐ
る
」
と
い
う
身
体

伝
承
、
⑥
「
夙
村
の
商
売
」、
⑦
北
河
内
郡
の
「
出
郷
」
の
性
格
、
⑧
「
北
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河
内
辺
り
の
夙
村
」、『
郷
土
研
究
』
一
巻
一
〇
号
掲
載
の
最
後
は
、
⑨
被

差
別
集
落
の
衰
退
で
、
こ
の
項
の
記
述
か
ら
は
豊
能
郡
や
北
河
内
郡
な
ど

も
回
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
三
月
の
『
郷
土
研
究
』
二
巻
一
号
掲
載
の
「
三

郷
巷
談
」
は
、
⑩
「
も
お
ず
し
や
う
じ
ん
」、
⑪
「
あ
は
し
ま
」
の
二
項

目
で
あ
る
。
①
か
ら
⑨
を
投
稿
し
、
⑩
⑪
は
改
め
て
の
投
稿
な
の
か
、
⑪

ま
で
を
投
稿
し
た
も
の
が
分
載
さ
れ
た
の
は
不
明
で
あ
る
が
、
⑩
「
も
お

ず
し
や
う
じ
ん
」
は
、
泉
北
郡
百
舌
鳥
村
百
舌
鳥
（
現
・
堺
市
）
が
伝
え

る
万
代
八
幡
宮
に
関
す
る
正
月
三
が
日
は
肉
食
を
忌
む
精
進
の
風
習
。
⑪

「
あ
は
し
ま
」
は
、
淡
島
信
仰
の
伝
承
を
住
吉
明
神
と
関
連
づ
け
て
取
り

上
げ
、
住
吉
明
神
の
妻
で
あ
る
淡
島
明
神
の
白
血
長
血
の
穢
れ
伝
承
を
記

す
。

　

次
の
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
月
の
『
郷
土
研
究
』
四
巻
七
号
掲
載

の
「
三
郷
巷
談
」
は
、
掲
載
年
次
か
ら
は
改
め
て
の
投
稿
と
考
え
ら
れ
、

⑫
「
南
ぬ
け
の
御
名
号
」
と
い
う
木
津
七
軒
の
旧
家
と
雲
雀
家
が
持
つ
名

号
の
伝
承
、
⑬
「
算
勘
の
名
人
」
と
い
う
ソ
ロ
バ
ン
で
呪
術
を
行
う
漂
泊

者
伝
承
、
⑭
「
樽
入
れ
棒
は
な
」
と
い
う
木
津
で
の
祭
り
や
婚
礼
に
際
し

て
行
う
若
者
組
の
振
る
舞
い
、
⑮
「
執
念
の
鬼
灯
」
は
母
か
ら
聞
い
た
「
五

大
力
恋こ
い
の
ふ
う
じ
め緘

」
と
い
う
歌
舞
伎
狂
言
に
関
す
る
伝
承（

6
（

。
⑯
「
六
部
殺
し
」

で
も
同
様
に
演
劇
世
界
が
巷
談
と
し
て
流
布
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
れ
は
「
熊
野
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
」
で
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

に
中
座
で
初
演
さ
れ
た
「
敵か
た
き

討う
ち

浦う
ら

朝あ
さ

霞が
す
み

」
の
「
紀
州
八
鬼
山
峠
の
場
」

が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。『
郷
土
研
究
』
掲
載
の
最
後
が
⑰
「
日
向
の
炭

焼
き
」
で
、
こ
れ
は
日
向
の
炭
船
が
難
波
で
子
ど
も
を
さ
ら
っ
て
い
く
と

い
う
伝
承
で
、
い
わ
ば
都
市
の
神
隠
し
伝
説
で
あ
る
。

　
『
郷
土
研
究
』
休
刊
後
、
折
口
は
民
間
伝
承
研
究
の
雑
誌
と
し
て
大
正

七
年
（
一
九
一
八
）
八
月
に
『
土
俗
と
伝
説
』
を
創
刊
し
、
創
刊
号
か
ら

膝
折
武
助
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
三
郷
巷
談
」
を
続
け
る
。
そ
の
最
初
が
⑱

「
し
ゃ
か
ど
ん
」
で
、
大
阪
府
三
島
郡
佐
位
寺
の
あ
る
一
族
が
も
つ
身
体

的
特
徴
の
伝
承
。
身
体
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
①
で
氏
神
と
の
関
係
で
氏

子
が
も
つ
身
体
的
特
徴
、
③
⑤
で
は
被
差
別
集
落
の
身
体
的
特
徴
に
関
す

る
巷
談
を
あ
げ
、⑱
で
は
一
族
が
も
つ
皮
膚
の
色
の
巷
談
を
あ
げ
て
お
り
、

折
口
の
身
体
へ
の
こ
だ
わ
り
、
就
中
そ
の
異
常
性
へ
の
関
心
が
う
か
が
え

る
。
⑲
夙
村
の
集
落
が
周
り
に
「
へ
」
の
字
形
の
濠
の
よ
う
な
池
を
も
つ

こ
と
、
⑳
「
ゆ
ん
べ
」
と
い
う
言
葉
を
冒
頭
に
も
つ
歌
二
例
の
紹
介
。
こ

こ
で
は
『
郷
土
研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
川
村
杳
樹
（
柳
田
國
男
）
の
「
西

行
橋
」、
南
方
熊
楠
の
「
紀
州
俗
伝
」
と
の
類
似
を
指
摘
す
る
。
紹
介
す

る
二
例
の
歌
と
も
末
の
伝
承
が
な
い
が
、
こ
れ
は
「
可
な
り
な
老
人
に
聞

い
て
も
知
ら
ぬ
」と
、自
ら
の
採
訪
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

㉑
「
う
し
は
き
ば
」
は
馬
捨
て
場
の
伝
承
で
、
穢
多
、
皮
、
肉
の
こ
と
を
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い
い
、
こ
の
場
所
は
「
わ
り
あ
ひ
に
神
聖
な
処
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で

あ
る
」
と
解
釈
す
る
。「
三
郷
巷
談
」
の
連
載
の
最
後
は
大
正
七
年

（
一
九
一
八
）
十
月
の
『
土
俗
と
伝
説
』
一
巻
三
号
で
、
㉒
「
名
字
」
は
、

木
津
や
難
波
の
名
字
の
由
来
伝
承
、
㉓
「
人
な
ぶ
り
」
は
人
を
な
ぶ
る
さ

ま
ざ
ま
な
成
句
な
ど
の
言
語
伝
承
、
最
後
の
㉔
で
は
十
年
ほ
ど
前
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
間
に
流
行
っ
て
い
る
歌（

7
（

で
、
こ
こ
で
は
自
己
体
験
に
基
づ
く

二
十
年
前
と
、
十
年
前
か
ら
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
内
容
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
す
で
に
別
稿
で
行
っ
て

い
る
の
で
詳
し
く
は
こ
れ
を
参
照
し
て
欲
し
い
が（

8
（

、『
郷
土
研
究
』
一
巻

一
〇
号
に
こ
れ
が
掲
載
さ
れ
る
と
、
次
の
一
一
号
に
は
柳
田
國
男
が
赤
松

某
の
名
で
「
氏
子
の
特
徴
」
と
い
う
短
文
を
載
せ
、「
第
十
号
の
三
郷
巷

談
の
中
に
、
大
阪
平
野
町
御
霊
神
社
の
氏
子
、
男
の
徴
の
尖
が
曲
つ
て
居

る
、
其
理
由
は
不
明
云
々
。
此
は
冗
談
で
無
く
面
白
い
話
で
あ
る
。
自
分

は
今
ま
で
に
此
例
を
二
つ
三
つ
聞
い
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
打
明
け
た
処

が
自
身
亦
其
特
徴
あ
る
氏
子
の
一
人
で
あ
る
。」
と
い
い
、
さ
ら
に
最
後

の
方
で
「
唯
土
俗
学
上
の
問
題
と
し
て
永
く
我
々
に
残
る
の
は
、
何
故
に

神
の
石マ
マ

が
斯
な
隠
し
処
に
中
つ
た
の
か
（
イ
）、
氏
神
の
傷
が
何
故
に
末
々

の
氏
子
に
ま
で
影
響
を
与
へ
た
の
か
（
ロ
）、
以
上
の
二
点
で
あ
る
。
折

口
さ
ん
の
や
う
な
注
意
深
い
人
生
の
観
察
者
で
無
け
れ
ば
、
い
つ
迄
も
此

疑
を
解
き
得
る
人
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
」
と
、
高
い
評
価
を
し
、
人
物
と

し
て
は
未
知
の
折
口
を
「
注
意
深
い
人
生
の
観
察
者
」
と
褒
め
て
い
る
。

さ
ら
に
柳
田
は
、
最
晩
年
の
『
故
郷
七
十
年
』
で
「
嫁
盗
み
」
を
取
り
上

げ
て
「
三
郷
巷
談
」
の
「
ぼ
お
た
」
に
つ
い
て
、
折
口
が
そ
の
理
由
を
家

の
経
済
性
に
求
め
て
い
る
こ
と
に
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る（

9
（

。
柳
田
に

と
っ
て
「
三
郷
巷
談
」
は
よ
ほ
ど
印
象
深
い
投
稿
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
「
三
郷
」
に
つ
い
て
は
、
柳
田
は
『
故
郷
七
十
年
』

で
「
大
阪
の
木
津
・
難
波
・
今
宮
の
三
郷（
（1
（

」
と
理
解
し
、
池
田
弥
三
郎
は

『
私
説
折
口
信
夫
』
の
「
し
の
ぶ
か
の
ぶ
お
か
」
で
、「
三
郷
は
「
灘
三
郷
」

の
サ
ン
ゴ
ウ
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
生
粋
の
大
阪
と
い
う
べ
き
地
域
で
あ
っ

て
、
そ
の
原
稿
の
内
容
は
、
大
阪
の
町
住
み
の
生
活
に
お
け
る
民
俗
の
報

告
で
あ
っ
た
」
と
い
う（
（（
（

。「
三
郷
」
は
確
定
し
く
に
い
が
、
こ
れ
に
取
り

上
げ
て
い
る
伝
承
か
ら
は
、
所
謂
「
大
坂
三
郷
」
で
あ
る
北
、
南
、
天
満

を
や
や
拡
大
し
て
木
津
・
難
波
か
ら
西
成
区
玉
出
・
津
守
ま
で
を
舞
台
に
、

摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
三
国
に
わ
た
る
伝
承
を
取
り
上
げ
、
都
市
に
お
け

る
民
間
伝
承
を
叙
述
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

折
口
信
夫
の
「
三
郷
巷
談
」
の
叙
述
方
法
は
、
前
述
の
よ
う
に
柳
田
の

『
遠
野
物
語
』
と
同
じ
よ
う
に
、
伝
承
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
一
話
ず
つ
並

べ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
、
明
ら
か
に
『
遠
野
物
語
』
に
倣
っ
た
と
い
え

る
。
大
阪
と
い
う
都
市
に
お
け
る
民
間
伝
承
と
い
う
こ
と
で
は
、「
三
郷

巷
談
」
は
、
都
市
の
社
会
史
を
構
築
す
る
上
で
の
口
頭
伝
承
・
口
承
文
芸
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の
役
割
を
暗
示
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
柳
田
國
男
の
論
述
と
の

関
係
で
い
え
ば
、
最
初
の
掲
載
で
あ
る
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
二
月

『
郷
土
研
究
』
一
巻
一
〇
号
の
「
三
郷
巷
談
」
に
は
、
多
く
の
被
差
別
集

落
の
伝
承
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
医
師
で
あ
っ
た
信
夫

の
祖
父
造
酒
ノ
介
は
被
差
別
集
落
の
者
か
ら
の
信
頼
が
篤
く
、
家
に
は
こ

う
し
た
人
た
ち
が
出
入
り
し
、
信
夫
も
こ
の
人
た
ち
と
接
し
て
い
た
で
あ

ろ
う
し
、「
自
撰
年
譜
（
一
）」
の
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
の
項
に

は
、
天
王
寺
中
学
校
の
通
学
に
は
「
通
学
距
離
二
十
町
余
。
道
、
江
戸
時

代
以
来
の
貧
窮
街
長
町
裏
・
家
隆
塚
と
伝
へ
る
夕
陽
ヶ
丘
・
勝
曼
院
・
巫

子
町
を
通
る（
（1
（

」
と
記
し
て
い
る
。
通
学
路
の
「
江
戸
時
代
以
来
の
貧
窮
街

長
町
裏
」
は
、
ス
ラ
ム
街
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
は
近

世
大
坂
で
は
非
人
集
落
で
あ
っ
た
天
王
寺
垣
内
、
鳶
田
垣
内
、
道
頓
堀
垣

内
、
天
満
垣
内
の
四
ヶ
所
垣
内
が
、
後
に
拡
大
し
て
で
き
た
町
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
家
や
少
年
期
の
体
験
は
、
た
と
え
ば
「
ほ
か
ひ
び
と
」
か
ら

「
ま
れ
び
と
」
論
へ
と
か
、「
ご
ろ
つ
き
の
話
」（『
民
俗
芸
術
』
一
巻
八
・

九
号
、
昭
和
三
年
、
全
集
３
所
収
）
な
ど
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
折
口
の

学
問
的
な
視
点
、
分
析
概
念
の
定
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
柳
田
國
男
が
明
治

四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
の
『
人
類
学
雑
誌
』
二
十
七
巻
に
連
載
す
る
「
踊

の
今
と
昔
」（
一
）
か
ら
（
五
）、
二
七
巻
六
号
・
七
号
、
二
八
巻
二
号
に

発
表
し
た
「「
イ
タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」」（
一
）（
二
）（
三
）、
大
正
二

年
（
一
九
一
三
）
五
月
の
『
国
家
学
会
雑
誌
』
二
七
巻
五
号
掲
載
の
「
所

謂
特
殊
部
落
ノ
種
類
」
は
、
こ
れ
ら
を
読
ん
で
い
た
確
証
は
な
い
が
、
動

向
と
し
て
は
「
三
郷
巷
談
」
の
内
容
に
繋
が
る
部
分
が
い
く
つ
も
あ
り
、

何
ら
か
の
影
響
関
係
が
予
測
で
き
る
。
ま
た
、「
所
謂
特
殊
部
落
ノ
種
類
」

と
「「
イ
タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」」
は
、
と
も
に
折
口
の
「
ほ
か
ひ
び
と
」・

「
ま
れ
び
と
」
論
や
芸
能
史
研
究
に
も
繋
が
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。

　
　
　

三
、
柳
田
「
依
坐
」「
神
代
」
論
と
折
口
「
標
山
」「
依
代
」
論

　

折
口
の
論
文
で
あ
る
「
髯
籠
の
話
」
が
『
郷
土
研
究
』
三
巻
二
号
に
掲

載
さ
れ
る
の
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
四
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文

で
折
口
は
、「
標
山
」
と
い
う
神
降
臨
の
場
に
つ
い
て
の
理
論
と
、
降
臨

す
る
神
が
目
印
と
し
、
依
り
憑
く
「
依
代
」「
招
代
」
の
存
在
を
説
く
。

術
語
を
立
て
て
の
論
述
で
、折
口
の「
標
山
」「
依
代
」論
は
、こ
の
後「
髯

籠
の
話
（
承
前
）」（
大
正
四
年
五
月
）、「
盆
踊
り
と
祭
屋
台
と
」（
大
正

四
年
八
月
）、「
稲
む
ら
の
陰
に
て
」（
大
正
五
年
六
月
）、「
依
代
か
ら
『
だ

し
』
へ
（
髯
籠
の
話
の
三
）」（
大
正
五
年
十
二
月
）、「
幣
束
か
ら
旗
さ
し

物
へ
」（
大
正
七
年
八
月
）、「
だ
い
が
く
の
研
究
」（
大
正
七
年
八
月
）、「
幣

束
か
ら
旗
さ
し
物
へ
」（
下
）（
大
正
七
年
九
月
）、「
ま
と
い
の
話
」（
大
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正
七
年
十
月
）、「
だ
い
が
く
の
研
究
」（
二
）（
大
正
七
年
十
月
）
へ
と
続

い
て
展
開
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
標
山
」「
依
代
」
論
は
、
こ

れ
ら
を
総
体
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
る
。

　

折
口
の
「
依
代
」
論
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
は
、
こ
こ
で

は
扱
わ
な
い
が
、
重
要
な
こ
と
は
「
標
山
」
と
「
依
代
」
は
異
な
る
論
理

立
て
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
を
結
び
付
け
な
が
ら
神

降
臨
の
信
仰
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
「
標
山
」

は
神
降
臨
の
場
、「
依
代
」
は
神
憑
依
の
物
実
で
あ
り
、「
盆
踊
り
と
祭
屋

台
と
」
で
も
練
り
物
の
山
車
は
「
標
山
」、
こ
れ
に
立
て
た
つ
く
り
も
の

が
「
依
代
」
と
し
、「
稲
む
ら
の
蔭
に
て
」
で
は
稲
む
ら
が
「
標
山
」
で
、

古
く
こ
れ
に
立
て
た
ス
ス
キ
が
「
依
代
」
で
あ
る
と
い
う
。
両
者
は
一
体

的
で
あ
っ
て
も
、
区
別
し
て
論
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
区
別
さ
れ
る
べ
き
両
者
は
、「
幣
束
か
ら
旗
さ
し
物
へ
」

で
は
、「
神
招ヲ

ぎ
代シ
ロ

の
幣
束
な
る
幣
が
、神
の
依
り
現タ
ヽ

す
場ニ
ハ

の
標シ
ル
シ

と
な
り
、

次
い
で
は
、
人
或
は
神
自
身
が
、
神
占
有
の
物
と
定
め
た
標シ
メ

と
も
な
り
、

又
更
に
、
神
の
象
徴
と
さ
へ
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
の
で
あ
る
」（「
全

集
」
２
）
と
い
う
論
理
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
論
理
的
に
区
別
さ
れ

る
「
標
山
」
と
「
依
代
」
の
交
錯
も
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
所
謂
折
口

「
依
代
」
論
は
、
そ
の
理
論
応
用
に
あ
た
っ
て
は
「
標
山
」
と
「
依
代
」

を
意
識
的
に
区
別
し
つ
つ
、一
体
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る（
（1
（

。「
髯
籠
の
話
」

と
、
そ
の
後
の
先
の
一
連
の
論
文
は
「
標
山
」
と
「
依
代
」
論
を
分
け
な

が
ら
、
あ
る
い
は
一
体
化
さ
せ
な
が
ら
進
展
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

従
来
の
所
謂
折
口
「
依
代
」
論
を
検
討
す
る
論
文
で
は
、「
標
山
」
論
が

ほ
と
ん
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る（
（1
（

。

　

折
口
の
「
髯
籠
の
話
」
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
提
示
さ
れ
た
理
論
を
め

ぐ
っ
て
、
柳
田
國
男
と
の
間
に
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
の
問
題
が
取
り
沙
汰

さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
「
髯
籠
の
話
」
の
『
郷
土
研
究
』
へ
の
掲
載
を
め

ぐ
っ
て
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
最
初
に
取
り
上
げ
た
の
は
池
田
弥
三
郎
で
あ

る
。
池
田
は
こ
の
論
文
は
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
に
伊
勢
清
志
に
口
述

筆
記
さ
せ
て
投
稿
し
た
こ
と
と
、
柳
田
が
「
髯
籠
の
話
」
の
文
体
だ
け
で

は
な
く
、「
一
」
の
初
め
の
方
に
あ
る
「
尾
芝
氏
の
柱
松
考
（
郷
土
研
究

三
の
一
）
も
ど
う
や
ら
此
に
関
聨
し
た
題
目
で
あ
る
ら
し
い
」
と
い
う
一

文
と
、「
髯
籠
の
話
」（
承
前
）
の
最
後
に
あ
る
「
月
見
の
座
」
の
部
分
に

手
を
入
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
、
編
集
を
行
っ
て
い
た
柳
田

が
自
分
の
「
柱
松
考
」
を
先
に
三
巻
一
号
に
載
せ
、「
髯
籠
の
話
」
を
次

の
号
に
し
た
と
暗
示
し
て
い
る（
（1
（

。

　

理
論
提
示
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
に
関
わ
る
の
で
あ
る
が
、
何
故
「
柱

松
考
」を
先
に
掲
載
し
、「
髯
籠
の
話
」を
次
号
に
し
た
の
か
を
考
え
る
と
、

「
柱
松
考
」
で
言
っ
て
い
る
の
は
、
先
の
折
口
の
「
標
山
」「
依
代
」
論
で

い
え
ば
、
前
者
の
「
標
山
」
の
こ
と
で
あ
り
、
柳
田
は
こ
れ
に
こ
だ
わ
り
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を
も
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う（
（1
（

。

　
『
郷
土
研
究
』
三
巻
一
号
（
大
正
四
年
三
月
）
に
尾
芝
古
樟
の
名
で
掲

載
す
る
「
柱
松
考
」
は
、
そ
の
前
の
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
十
二
月

十
七
日
に
東
洋
協
会
で
「
柱
松
考
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
『
郷
土
研
究
』
一
巻
十
一
号
（
大
正
三
年
一
月
）
の
「
雑
報
」

に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

柱
松
考　

十
二
月
十
七
日
の
晩
の
東
洋
協
会
講
演
会
で
、
我
社
の
柳

田
が
見
出
し
の
如
き
話
を
し
た
。朝
鮮
の
寺
院
に
残
つ
て
い
る
刹
柱
、

満
州
民
族
中
の
索
木
は
、
支
那
の
華
表
と
恐
く
は
も
と
同
一
系
統
の

も
の
で
、
日
本
で
は
諏
訪
其
他
の
祭
に
て
立
て
る
柱
が
之
と
起
原
を

同
じ
く
す
る
も
の
ら
し
い
。
高
燈
籠
又
は
柱
松
は
、
旗
鉾
又
は
祭
礼

の
幟
と
趣
旨
に
於
て
差
別
は
無
く
、
何
れ
も
最
初
は
地
を
画
し
て
清

浄
神
聖
を
保
持
す
る
標
木
即
ち
ツ
ク
シ
で
あ
つ
た
ら
う
と
云
ふ
の
が

結
論
で
あ
つ
た
。
挙
げ
ら
れ
た
多
数
の
実
例
は
主
と
し
て
関
東
奥
羽

の
も
の
が
多
く
、
西
部
日
本
の
も
の
が
少
な
か
つ
た
。

　

つ
ま
り
「
柱
松
」
は
、
清
浄
神
聖
な
場
を
保
持
す
る
た
め
の
標
木
で
あ

る
と
い
い
、
こ
れ
は
折
口
の
「
標
山
」
論
に
該
当
す
る
。『
郷
土
研
究
』

三
巻
二
号
に
掲
載
さ
れ
た「
髯
籠
の
話
」に
続
く
誌
面
に
は
、「
編
者
申
す
」

と
し
て
、
投
稿
の
書
簡
体
の
文
章
を
改
め
た
こ
と
、「
十
数
句
を
削
っ
た
」

こ
と
の
後
に「
柱
松
考
の
著
者
は
髯
籠
の
問
題
に
は
論
及
せ
ぬ
由
で
あ
る
。

柱
に
関
し
て
両
考
に
相
異
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
読
者
と
し
て
却
つ
て
興
味

の
多
い
こ
と
」
と
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
と
わ
り
を
入
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
言
う

「
編
者
」
は
柳
田
で
あ
り
、「
柱
松
考
」
の
尾
芝
（
柳
田
）
は
、「
髯
籠
の

問
題
」
つ
ま
り
は
「
依
代
」
に
は
論
及
し
な
い
が
、「
柱
」
つ
ま
り
「
標
山
」

に
つ
い
て
は
考
え
方
が
違
う
、
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
か（
（1
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
「
標
山
」「
依
代
」
理
論
に
関
し
て
は
、
折
口
と
柳

田
が
交
錯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
折
口
が
い
う
日
本
の
神
信
仰

に
「
依
代
」
が
存
在
す
る
こ
と
の
発
見
は
、
そ
の
術
語
は
異
な
る
が
、
柳

田
の
方
が
先
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
六
月
の
『
郷

土
研
究
』二
巻
四
号
掲
載
の
川
村
杳
樹（
柳
田
國
男
）「
片
葉
蘆
考
」に
は
、

「
神
が
薄
の
葉
に
召
し
て
降
ら
れ
た
と
云
ふ
の
は
、
必
し
も
初
度
の
勧
請

の
と
き
で
は
無
く
、
年
々
の
祭
に
此
物
を
以
て
神
の
依よ
り
ま
し坐

と
し
た
も
の
ら

し
い
」、「
薄
を
神か
み
し
ろ代
と
す
る
由
来
の
久
し
き
こ
と
を
示
し
て
居
る
。
此
が

即
ち
片
葉
の
蘆
の
真
の
根
原
か
と
自
分
は
思
ふ
」、「
此
等
は
何
れ
も
蘆
や

薄
の
一
本
に
神
が
託
し
て
往
来
す
る
と
信
じ
た
例
で
、
手
草
の
起
原
も
此

外
に
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
依
坐
」

「
神
代
」
が
折
口
の
「
依
代
」
に
該
当
す
る
。

　

折
口
の
「
依
代
」
論
は
、
標
山
の
喬
木
を
第
一
義
と
し
、
こ
れ
が
後
に
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「
人
作
り
の
柱
・
旗
竿
な
ど
」
に
変
化
し
た
り
、
標
山
の
「
依
代
」
で
あ

る
喬
木
に
幣
束
を
付
け
て
「
よ
り
し
ろ
」
と
し
た
り
す
る
と
、「
依
代
」

と
「
よ
り
し
ろ
」
を
使
い
分
け
て
い
る
。「
髯
籠
の
話
」
の
「
三
」
で
は
、

　
　

�

地
祇
・
精
霊
或
は
一
旦
標
山
に
招
ぎ
降
し
た
天
神
な
ど
こ
そ
、
地
上

に
立
て
た
所
謂
一ヒ
ト

本モ
ト

薄ス
ヽ
キ（
郷
土
研
究
二
の
四
）、さ
て
は
川
戸
の
さ
ゝ

ら
荻
に
も
、
榊サ
カ
キ

葉バ

に
も
、
木ユ

フ綿
し
で
に
も
、
樒シ
キ
ミ

の
一
つ
花
（
一
本

花
と
も
）
の
類
に
も
惹
か
れ
よ
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
青
空
の
よ
き
へ

よ
り
降
り
来
る
神
に
至
つ
て
は
、
必
何
か
の
目
標
を
要
し
た
筈
で
あ

る
。（「
全
集
」
２
）

と
い
う
。
天
空
の
神
が
依
り
憑
く
「
依
代
」
と
、
地
祇
・
精
霊
と
標
山
に

降
り
た
神
が
依
り
憑
く
「
よ
り
し
ろ
」
と
、
表
記
を
か
え
て
区
別
し
て
い

る
。
さ
ら
に
「
依
代
の
思
想
」
に
拠
る
も
の
と
し
て
式
神
の
馬
牛
の
偶
像
、

神
殿
の
鏡
、位
牌
な
ど
を
あ
げ
て
お
り
、「
依
代
」を
三
種
に
分
け
て
い
る
。

右
の
引
用
文
の
「
一
本
薄
（
郷
土
研
究
二
の
四
）」
は
、
柳
田
の
「
片
葉

蘆
考
」
の
こ
と
で
、
柳
田
が
い
う
「
依
坐
」「
神
代
」
は
、
折
口
の
場
合

は
精
確
に
は
「
よ
り
し
ろ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

柳
田
が
い
う
「
依
坐
」
は
、
古
典
語
と
し
て
は
「
寄
坐
」「
尸
童
」「
憑

子
」
と
表
記
さ
れ
、
近
世
の
『
和
訓
栞
』
は
「
依
坐
」
と
記
し
て
い
る
。

「
神
代
」
は
、
近
世
の
随
筆
に
使
用
例
は
あ
る
が
、
古
典
語
と
し
て
は
現

時
点
で
は
こ
の
表
記
は
確
認
で
き
て
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
は
「
依

坐
」「
神
代
」
は
柳
田
の
術
語
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
、
こ
れ
ら
は
折
口

の
「
依
代
」
と
表
記
上
も
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　

柳
田
は
「
片
葉
蘆
考
」
に
先
だ
っ
て
、『
郷
土
研
究
』
一
巻
二
号
の
川

村
杳
樹
「
巫
女
考
」
で
、
狂
人
が
持
つ
竹
枝
、
能
の
狂
女
物
の
扇
子
な
ど

を
下
げ
た
笹
な
ど
は
、
謡
曲
の
歌
占
が
手
に
持
つ
短
冊
を
付
け
た
小
弓
と

と
も
に
神
を
招
く
一
用
具
と
い
い
、『
郷
土
研
究
』
一
巻
五
号
の
川
村
杳

樹
「
オ
シ
ラ
神
」
で
も
、「
玉
串
の
最
初
の
思
想
は
生
樹
の
清
い
枝
に
神

霊
を
し
て
依
ら
し
む
る
に
在
つ
た
」「
手
に
取
つ
て
降
神
の
具
と
す
る
御

幣
な
る
も
の
の
、
以
前
の
形
は
則
ち
手
草
で
、
其
又
根
柢
を
為
す
も
の
は

神
霊
が
樹
木
に
宿
る
と
云
ふ
信
仰
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
来
る
と
、
折
口
の
「
依
代
」
論
は
、『
郷
土
研
究
』

誌
上
で
の
柳
田
の
「
依
坐
」「
神
代
」
か
ら
の
示
唆
が
あ
っ
た
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
る（
（1
（

。
た
だ
し
、
折
口
の
「
標
山
」「
依
代
」
論
は
、
先
に

あ
げ
た
よ
う
に
「
盆
踊
り
と
祭
屋
台
と
」
以
降
、
日
本
の
文
化
や
歴
史
過

程
に
み
え
る
山
車
、
稲
積
み
（
稲
む
ら
）、
旗
指
物
、
切
籠
灯
籠
、
目
籠

等
な
ど
、
類
化
性
能
に
よ
っ
て
同
類
の
も
の
へ
と
分
析
を
広
げ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
形
象
を
指
標
と
し
て
こ
れ
ら
の
変
遷
を
説
く
と
い
う
よ
う
に
、

独
自
の
展
開
を
遂
げ
て
い
る
。
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術
語
と
し
て
は
、
柳
田
の
い
う
「
依
坐
」「
神
代
」
は
定
着
せ
ず
、
折

口
の
「
依
代
」「
招
代
」
が
一
般
化
し
、
現
在
で
は
こ
れ
が
多
く
の
分
野

で
用
い
ら
れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
術
語
の
提
示
者
が
誰
で
あ
る
の
か
も
言

わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。「
髯
籠
の
話
」
で
折
口
が
木
津
の
ダ
イ
ガ
ク
の

伝
承
を
も
と
に
し
た
、
し
だ
れ
た
髯
籠
は
太
陽
神
の
表
象
で
あ
る
と
い
う

主
張
は
、
そ
の
後
に
は
折
口
自
身
も
論
じ
な
く
な
る
。

　

折
口
は
一
つ
二
つ
の
民
俗
事
象
か
ら
分
析
概
念
と
し
て
の
論
理
―
た
と

え
ば
木
津
の
ダ
イ
ガ
ク
伝
承
か
ら
太
陽
神
の
表
象
と
し
て
の
「
依
代
」
―

を
立
て
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
類
例
を
手
繰
り
寄
せ
て
検
証
を
行
っ
て
い
く

と
い
う
方
法
を
と
る
。
こ
う
し
た
方
法
は
「
依
代
」
の
場
合
だ
け
で
は
な

い
が
、
髯
籠
を
太
陽
神
の
表
象
と
み
る
論
理
立
て
は
、
結
果
的
に
は
失
敗

に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

柳
田
の
「
片
葉
蘆
考
」「
柱
松
考
」、
折
口
の
「
髯
籠
の
話
」
と
同
じ
時

の
『
郷
土
研
究
』
誌
上
で
は
、
三
巻
六
号
に
尾
佐
竹
猛
が
「
能
登
の
龍
燈

伝
説
」
を
寄
せ
、
南
方
熊
楠
は
三
巻
七
号
に
「
龍
燈
に
就
て
」、
三
巻
八

号
に
「
龍
燈
に
就
て
（
続
）」、
三
巻
九
号
に
「
龍
燈
に
就
て
（
完
）」、
三

巻
一
〇
号
に
「
龍
燈
補
遺
」
を
発
表
し
て
い
る
。
柳
田
や
折
口
と
同
類
の

も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
南
方
は
「
龍
燈
に
就
て
（
完
）」（
大
正
四
年

十
一
月
）
で
「
盆
燈
籠
や
人
作
の
龍
燈
は
、
原
と
其
火
の
光
を
仮
り
て
神

仏
の
勢
威
を
助
成
し
死
人
の
冥
福
を
修
す
る
信
切
か
ら
起
つ
た
者
」
と
結

論
づ
け
、
折
口
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
論
ず
る
な
ど
、
こ
の
議
論
は
活
況

を
呈
し
て
い
る
。

　

こ
の
項
の
最
後
に
柳
田
の
論
考
を
加
え
て
お
く
と
、
昭
和
五
年

（
一
九
三
〇
）
十
月
に
、
池
上
隆
祐
が
主
宰
す
る
雑
誌
『
郷
土
』
創
刊
号

に
寄
せ
た
「
し
だ
れ
桜
の
問
題（
（1
（

」
で
は
、
し
だ
れ
桜
の
存
在
は
、「
墓
地

や
行
旅
死
亡
者
を
埋
め
た
場
処
を
標
示
す
べ
く
、
特
に
枝
垂
れ
た
桜
の
若

木
を
持
つ
て
来
て
栽
ゑ
た
と
い
ふ
こ
と
も
、
単
に
其
土
地
が
常
用
に
供
す

べ
か
ら
ざ
る
一
区
画
な
る
こ
と
を
人
に
知
ら
し
め
る
目
的
以
外
に
、
人
間

の
魂
魄
も
亦
蒼
穹
を
通
つ
て
、
祭
ら
れ
に
来
る
も
の
と
信
じ
て
居
た
痕
跡

と
も
想
像
し
得
ら
れ
る
」
と
、「
依
坐
」「
神
代
」
と
い
う
術
語
は
使
っ
て

は
い
な
い
が
、
折
口
の
「
標
山
」「
依
代
」
論
と
同
様
な
考
え
方
を
示
し

て
い
る（
11
（

。

　
　
　

四
、「
ま
れ
び
と
」
論

　

折
口
が
提
示
し
た
理
論
の
な
か
で
も
っ
と
も
広
範
囲
に
及
び
、
複
雑
な

内
容
を
も
ち
、
か
つ
重
要
な
も
の
が
「
ま
れ
び
と
」
論
で
あ
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
諸
論
文
を
『
古
代
研
究
』
国
文
学
篇
に
ま
と
め
る
と
き
に
、「
ま

れ
び
と
」
論
で
あ
る
「
国
文
学
の
発
生
（
第
三
稿
）」
を
冒
頭
に
お
い
た

こ
と
か
ら
も
窺
え
よ
う
。
そ
れ
は
「
ま
れ
び
と
」
と
い
う
文
化
分
析
の
指
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標
と
概
念
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、折
口
は
日
本
人
の
神
や
精
霊
の
信
仰
、

文
学
や
芸
能
の
発
生
、
年
中
行
事
の
構
成
な
ど
、
広
範
囲
に
及
ぶ
事
象
が

構
造
化
で
き
、
包
括
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、「
ま
れ
び
と
」
論
は
こ
う
し
た
内
容
を
も
つ
た
め
か
、
民
俗
学
事

典
の
類
で
は
こ
の
用
語
は
立
項
さ
れ
て
な
く
、
術
語
と
し
て
は
必
ず
し
も

定
立
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
こ
で
は
折
口
の
「
ま
れ
び
と
」
論
そ
の
も
の
を
詳
述
し
な
い
が
、
概

括
的
に
い
う
な
ら
こ
の
理
論
は
三
段
階
の
モ
デ
ル
を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
第
一
次
モ
デ
ル
は
「
ほ
か
ひ
び
と
」
の
存
在
と
そ
の
位
置
づ
け
で

あ
る
。「
ほ
か
ひ
び
と
」は
、大
き
く
権
力
を
も
っ
た
民
族
に
同
化
し
な
か
っ

た
先
住
民
の
落
ち
こ
ぼ
れ
で
、
自
分
た
ち
の
神
を
奉
じ
て
無
籍
者
に
な
っ

た
亡
命
の
民
で
あ
り
、
こ
の
人
た
ち
は
各
地
を
巡
り
な
が
ら
呪
言
と
か
寿

詞
、
神
業
を
行
う
巡
遊
伶
人
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
第
二
次
モ
デ
ル

が
、
こ
の
「
ほ
か
い
び
と
」
と
海
彼
の
常
世
か
ら
の
来
訪
神
信
仰
を
結
び

つ
け
た
理
論
で
、
常
世
神
が
定
期
的
に
訪
れ
来
て
呪
言
や
寿
詞
な
ど
を
述

べ
る
こ
と
で
幸
い
を
も
た
ら
す
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
さ
ら
に
海
彼
の

常
世
か
ら
の
来
訪
神
と
し
て
の
「
ま
れ
び
と
」
は
、
人
々
が
内
陸
部
に
移

り
住
み
、
沿
海
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
山
か
ら
訪
れ
る
と
い
う
観
念

が
生
ま
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
鬼
」
や
「
翁
」
が
成
立
す
る
と
い
う
。
こ

れ
が
第
三
次
モ
デ
ル
で
あ
る（
1（
（

。
こ
う
し
た
三
段
階
の
モ
デ
ル
は
、
一
方
で

は
「
常
世
」
と
い
う
他
界
観
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
り
、
来
訪
神
と
し
て

の
「
ま
れ
び
と
」
の
性
格
は
祖
霊
論
と
も
連
続
し
、
さ
ら
に
は
山
か
ら
の

「
ま
れ
び
と
」
と
里
人
と
が
行
き
会
う
場
と
し
て
の
「
市
」
や
そ
こ
で
の

経
済
行
為
（
交
易
）
な
ど
も
、「
ま
れ
び
と
」
論
の
範
疇
に
入
っ
て
い
る
。

　

折
口
の「
ま
れ
び
と
」と
い
う
用
語
の
初
出
は
、大
正
十
年（
一
九
二
一
）

夏
に
第
二
回
目
の
沖
縄
民
俗
採
訪
の
後
に
書
か
れ
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
「
呪
言
の
展
開
─
日
本
文
学
の
発
生

そ
の
二
─（
11
（

」
で
あ
る
。
こ
の
論
文
の
「
二
」
の
初
め
に
「
新
築
の
室
ほ
ぎ

に
招
い
た
正
客
は
、異
常
に
尊
び
か
し
づ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
」と
述
べ
、

「
万
葉
集
」
巻
十
一
の
「
新
室
を
踏
静
子
が
手
玉
鳴
ら
す
も
。
玉
の
如　

照
り
た
る
君
を　

内
に
と
ま
を
せ
」
に
は
「
家
々
を
訪
れ
た
神
の
俤
は
見

え
る
で
は
な
い
か
」
と
し
、
さ
ら
に
「
万
葉
集
」
巻
十
一
の
別
の
新
室
の

歌
、「
日
本
書
紀
」
に
あ
る
允
恭
天
皇
の
皇
后
の
室
ほ
ぎ
の
例
な
ど
を
あ

げ
て
説
明
し
た
後
で

　
　

�

ま
れ
び
と
な
る
語
が
、
実
は
深
い
内
容
を
持
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。

室
ほ
ぎ
に
来
る
正
客
は
稀
に
訪
ふ
神
の
身
替
り
と
考
へ
ら
れ
て
居
た

の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
正
客
が
、
呪
言
を
唱
へ
て
後
、
迎
へ
ら
れ

て
宴
の
座
に
直
つ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
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と
い
う
。
こ
の
あ
と
で
石
垣
島
の
ア
ン
ガ
マ
、
マ
ユ
ン
ガ
ナ
シ
、
ニ
イ

ル
ピ
ト
を
例
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
論
述
の
流
れ
か
ら
う
か
が
え
る
よ

う
に
、「
ま
れ
び
と
」論
は「
万
葉
集
」な
ど
の
古
典
研
究
か
ら
構
想
さ
れ
、

そ
れ
を
沖
縄
の
民
俗
事
例
な
ど
か
ら
実
像
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
古
典
か
ら
理
論
構
想
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
に
民
俗
事
象
を
結
び
つ
け

て
実
体
化
す
る
と
い
う
の
が
、
折
口
民
俗
学
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　

右
の
論
文
に
先
立
っ
て
、
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
の
「
日
本

文
学
の
発
生
」
で
は
「
神
が
時
を
定
め
て
、
邑
々
に
降
つ
て
、
邑
の
一
年

の
生
産
を
祝
福
す
る
語
を
述
べ
、家
々
を
訪
れ
て
其
家
人
の
生
命
・
住
宅
・

生
産
の
祝
言
を
聞
か
せ
る
の
が
常
で
あ
る
」
と
い
う
。
こ
こ
に
は
「
ま
れ

び
と
」
と
い
う
用
語
は
な
い
が
、
来
訪
す
る
神
に
言
及
し
て
お
り
、
大
正

十
二
年
（
一
九
二
三
）
か
ら
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
か
け
て
構
想
が
で

き
た
と
い
え
る
。

　
「
ま
れ
び
と
」
論
は
、
こ
の
後
一
気
に
進
ん
で
い
く
が
、
柳
田
は
折
口

に
先
ん
じ
て
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
『
人
類
学
雑
誌
』

二
十
七
巻
一
号
か
ら
五
号
に
五
回
に
わ
た
っ
て
連
載
す
る「
踊
の
今
と
昔
」

の
（
三
）
で
、
少
年
の
頃
に
利
根
川
辺
で
見
た
小
念
仏
踊
は
踊
躍
念
仏
に

由
来
淵
源
す
る
と
考
え
ら
れ
、「（
一
）
此
風
習
は
多
分
漢
神
の
信
仰
と
共

に
輸
入
せ
ら
れ
し
外
来
の
も
の
な
る
べ
き
こ
と
、（
二
）
今
日
の
所
謂
特

殊
部
落
の
多
く
は
此
風
習
と
大
な
る
生
活
上
の
関
係
を
有
せ
し
こ
と
を
仮

定
す
る
に
至
れ
り
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
論
文
は
芸
能
史
を
説
く
も
の

で
、
文
献
資
料
か
ら
多
く
の
具
体
例
を
あ
げ
て
踊
り
の
目
的
、
流
行
の
経

緯
な
ど
を
分
析
し
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
で
御
霊
信
仰
の
種
を
蒔
い
た
の
は

「
多
く
の
場
合
に
於
て
は
長
和
元
年
の
設
楽
神
又
は
天
慶
八
年
の
八
幡
神

な
ど
と
共
に
所
謂
常
世
の
神
の
渡
来
せ
し
者
に
て
、
之
を
担
ぎ
ま
は
り
し

は
当
時
の
平
民
よ
り
稍
悧
巧
な
り
し
帰
化
の
巫
覡
等
な
り
し
な
ら
ん
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
当
否
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
が
、
柳
田
は
踊
り
の
起
源
を
信
仰
に

求
め
、
こ
こ
で
「
常
世
の
神
」
の
渡
来
を
言
う
の
で
あ
る
。
柳
田
が
い
う

「
常
世
の
神
」
は
、
設
楽
神
、
八
幡
神
と
一
緒
に
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は

海
外
か
ら
の
外
来
神
と
い
う
意
味
合
い
で
、
折
口
が
い
う
「
常
世
神
」
と

は
一
致
し
て
な
い
が
、
外
来
の
神
を
「
常
世
の
神
」
と
表
現
し
た
こ
と
は

注
目
で
き
る
。

　

柳
田
の
「
常
世
の
神
」
か
ら
の
示
唆
に
つ
い
て
は
確
証
は
な
い
が
、
大

正
十
年
（
一
九
二
一
）
の
新
聞
連
載
「
海
南
小
記（
11
（

」
か
ら
は
、
明
ら
か
に

影
響
を
受
け
て
い
る
。「
海
南
小
記
」
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

十
二
月
か
ら
の
奄
美
そ
し
て
沖
縄
、
八
重
山
を
め
ぐ
る
長
い
旅
の
見
聞
記

で
、
東
京
朝
日
新
聞
に
「
海
南
小
記
」
と
し
て
連
載
す
る
。
そ
の
二
十
九

に
は
「
二
色
人
」（
大
正
十
四
年
刊
『
海
南
小
記
』
で
は
二
十
七
）
と
題

し
て
、
海
際
の
ナ
ビ
ン
ト
ウ
と
呼
ぶ
崖
の
岩
屋
か
ら
、
毎
年
六
月
穂
利
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（
ぷ
ー
り
）
祭
の
二
日
目
の

暮
方
に
、「
赤
又
黒
又
の
二

神
」
が
出
現
し
て
、
宮
良
の

家
々
を
巡
っ
て
あ
る
く
。
二

色
人
は
前
盛
の
家
で
は
、
言

う
詞
は
一
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
家
々
で
は
い
ろ
い

ろ
で
、
不
幸
の
あ
っ
た
家
で

は
慰
め
、
無
事
の
家
で
は
激

励
し
、
い
ず
れ
の
家
で
も
次

年
を
言
祝
ぎ
、
豊
か
で
あ
る

こ
と
を
い
う
。
こ
れ
が
初
春

の
春
駒
、
鳥
追
な
ど
の
祝
人

と
違
う
の
は
、
単
に
家
主
が

跪
い
て
そ
の
受
け
答
え
を
す

る
だ
け
で
は
な
く
、「
彼
等

は
こ
れ
を
直
接
に
神
の
御
詞

と
信
ず
る
が
ゆ
え
に
、
い
か

な
事
が
あ
っ
て
も
村
外
の
者

に
、
そ
の
文
句
を
知
ら
し
め

ぬ
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
神
は
「
ま
た
果
て
知
ら
ぬ
海
原
か

ら
、
天
に
続
い
た
地
平
線
の
向
う
か
ら
、
安
々
と
そ
の
小
舟
を
島
の
渚
に

漕
ぎ
寄
せ
る
こ
と
を
得
た
の
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。
柳
田
は
、
石
垣
島
・

宮
良
の
ア
カ
マ
タ
、
ク
ロ
マ
タ
を
、
海
彼
か
ら
来
臨
す
る
神
で
、
こ
の
神

が
家
々
を
言
祝
ぎ
、
こ
れ
を
「
神
の
御
詞
」
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
は

ま
さ
に
折
口
が
い
う
「
ま
れ
び
と
」
の
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
折
口
が
「
ま
れ
び
と
」
と
「
常
世
」
を
関
連
づ
け
て
説
く
大

正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月
の
「
古
代
生
活
の
研
究
─
常
世
の
国
─
」

で
は
、

　
　

�

ま
れ
び
と
の
最
初
の
意
義
は
、
神
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
時
を
定
め
て

来
り
臨
む
神
で
あ
る
。
大
空
か
ら
、
海
の
あ
な
た
か
ら
、
或
村
に
限

つ
て
、
富
み
と
齢
と
其
他
若
干
の
幸
福
と
を
齎
し
て
来
る
も
の
と
、

村
人
た
ち
の
信
じ
て
ゐ
た
神
の
事
な
の
で
あ
る
。（『
古
代
研
究
』
民

俗
学
篇
一
、「
全
集
」
２
）

　

と
い
う
。
そ
し
て
柳
田
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
一
月
の
「
雪

国
の
春（
11
（

」
で
、
石
垣
島
の
ア
カ
マ
タ
・
ク
ロ
マ
タ
を
本
土
の
、
小
正
月
に

子
ど
も
が
行
う
タ
ビ
タ
ビ
、
ト
ビ
ト
ビ
、
ホ
ト
ホ
ト
、
コ
ト
コ
ト
と
結
び

つ
け
、
同
類
の
行
事
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。「
神
の
祝
言
を
家
々
に
も

折口信夫が柳田の新聞連載「海南小記」を綴じた冊子
（國學院大學折口博士記念古代研究所蔵）
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た
ら
す
目
的
は
則
ち
一
つ
で
」、「
福
島
宮
城
で
は
之
を
笠
島
と
も
茶
せ
ん

子
と
も
呼
」
び
、「
そ
れ
が
今
一
つ
北
の
方
に
行
く
と
、
却
つ
て
古
風
を

存
す
る
こ
と
は
南
の
海
の
果
に
近
く
、
敬
虔
な
る
若
者
は
仮
面
を
被
り
藁

の
衣
裳
を
以
て
身
を
包
ん
で
、
神
の
語
を
伝
へ
に
来
る
の
で
あ
つ
て
」
こ

れ
を
ナ
マ
ハ
ギ
、
ナ
ゴ
ミ
タ
ク
リ
、
ヒ
カ
タ
タ
ク
リ
と
も
称
す
る
と
説
明

し
て
い
る
。

　

折
口
が
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
一
月
か
ら
執
筆
を
始
め
て
昭
和

二
年
（
一
九
二
七
）
十
月
に
書
き
終
え
る
が
、
柳
田
が
雑
誌
『
民
族
』
へ

の
掲
載
を
拒
否
し
、
後
に
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
一
月
に
同
誌
四
巻
二

号
に
掲
載
さ
れ
る
「
常
世
及
び
『
ま
れ
び
と（
11
（

』」
で
は
、
四
「
初
春
の
ま

れ
び
と
」
で
、
正
月
の
門
付
け
の
他
に
、
柳
田
か
ら
得
た
「
ほ
と
ほ
と
」

な
ど
の
知
見
を
あ
げ
て
い
る
。
折
口
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
三
月
の

「
翁
の
発
生
」（『
民
俗
芸
術
』
一
巻
三
号
、『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
一
、

「
全
集
」
２
）
の
「
（（　

春
の
ま
れ
び
と
」
で
は
、

　
　

�　

柳
田
國
男
先
生
の
「
雪
国
の
春
」
は
、
雪
間
の
猫
柳
の
輝
く
様
な

装
ひ
を
凝
ら
し
て
、
出
ま
し
た
。
私
ど
も
に
と
つ
て
は
、
真
に
、
春

の
ま
れ
び
と
の
新
し
い
こ
と
ぶ
れ
の
様
な
気
が
し
ま
す
。
殊
に
身
一

つ
に
と
つ
て
、
は
れ
が
ま
し
い
程
の
光
栄
に
、
自
ら
み
す
ぼ
ら
し
さ

の
顧
み
ら
れ
る
の
は
、
春
の
鬼
に
関
す
る
愚
か
な
仮
説
が
、
先
生
に

よ
つ
て
、
見
か
は
す
ば
か
り
立
派
に
育
て
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
た
事
で
あ

り
ま
す
。
此
、
真
に
、
世
の
師
弟
の
道
を
説
く
者
に
、
絶
好
の
例
話

と
し
て
提
供
せ
ら
る
べ
き
事
実
で
あ
り
ま
す
。
実
の
処
、
を
こ
が
ま

し
く
も
、
春
の
鬼
・
常
世
の
ま
れ
び
と
・
こ
と
ぶ
れ
の
神
を
説
い
て

ゐ
る
私
の
考
へ
も
、
曾
て
公
に
せ
ら
れ
た
先
生
の
理
論
か
ら
、
ひ
き

出
し
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
南
島
紀
行
の
「
海
南
小
記
」（
東

京
朝
日
発
表
、
後
に
大
岡
山
書
店
か
ら
単
行
）
の
中
に
、
つ
ゝ
ま
し

や
か
に
、
言
を
幽
か
に
し
て
書
き
こ
ん
で
置
か
れ
た
八
重
山
の
神
々

の
話
が
、
其
で
あ
り
ま
す
。

　

と
、
柳
田
か
ら
の
学
恩
を
い
い
、「
学
説
と
言
ふ
も
の
は
、
実
に
か
く

の
如
く
相
交
錯
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
」
と
理
論
形
成
の
あ
り
方
を
説

明
し
て
い
る
。
折
口
は
「
翁
の
発
生
」
で
、
こ
の
引
用
文
の
後
で
、
大
正

十
三
年（
一
九
二
四
）初
春
の
東
京
朝
日
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
東
北
の「
な

も
み
剥
げ
」
を
あ
げ
、
こ
の
「
春
の
ま
れ
び
と
に
関
す
る
報
告
」
は
「
先

生
の
論
理
を
馬
糞
紙
の
め
が
ふ
お
ん
に
か
け
た
様
な
、
私
の
沖
縄
の
ま
れ

び
と
神
の
仮
説
に
、ぴ
つ
た
り
し
て
ゐ
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」と
い
い
、

さ
ら
に
「
な
も
み
剥
げ
」
は
、「
畏
と
敬
の
両
方
面
か
ら
仰
が
れ
て
ゐ
る

異
形
身
の
霊
物
（
モ
ノ
）
が
あ
つ
た
の
だ
」、「
私
は
や
が
て
、
其
な
も
み

の
有
無
を
問
う
て
来
る
妖
怪
の
為
事
が
、
古
い
日
本
の
村
々
に
も
行
は
れ
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て
ゐ
た
、
微
か
な
証
拠
に
思
ひ
到
り
ま
し
た
。
か
せ
・
も
の
も
ら
ひ
に
関

す
る
語
原
と
信
仰
と
が
其
で
あ
り
ま
す
。
此
事
は
、
其
後
、
多
分
、
二
度

目
の
洋
行
か
ら
戻
ら
れ
た
ば
か
り
の
柳
田
先
生
に
申
し
あ
げ
た
は
ず
で
あ

り
ま
す
」
と
、
東
北
の
異
形
身
の
来
訪
神
に
つ
い
て
は
、
大
正
十
二
年

（
一
九
二
三
）
九
月
頃
に
柳
田
に
話
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「「
雪

国
の
春
」
を
拝
見
す
る
と
、
殆
ど
春
の
ま
れ
び
と
及
び
一
人
称
発
想
の
文

学
の
発
生
と
言
ふ
二
つ
に
、
焦
点
を
据
ゑ
ら
れ
て
ゐ
る
様
で
あ
り
ま
す
」

と
、
柳
田
の
考
え
方
を
忖
度
し
て
い
る
。

　

戦
後
に
行
わ
れ
た
石
田
英
一
郎
の
司
会
に
よ
る
柳
田
と
折
口
の
対
談

「
日
本
人
の
神
と
霊
魂
の
観
念
そ
の
ほ
か（
11
（

」
で
は
、「
ま
れ
び
と
」
論
を
め

ぐ
っ
て
両
者
が
対
立
し
、
柳
田
は
「
い
い
機
会
だ
か
ら
折
口
君
の
マ
レ
ビ

ト
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
、
一
つ
研
究
し
て
み
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
あ
な

た
も
研
究
し
て
ゐ
る
。
私
も
書
か
れ
た
も
の
を
注
意
し
て
来
て
ゐ
る
が
、

私
の
学
問
の
面
に
は
さ
う
は
つ
き
り
し
た
も
の
が
出
て
来
な
い
。」と
、「
ま

れ
び
と
」
論
に
懐
疑
的
で
、
し
か
も
柳
田
は
「
い
い
機
会
だ
か
ら
、
あ
な

た
が
マ
レ
ビ
ト
と
い
ふ
こ
と
に
到
達
し
た
道
筋
み
た
い
な
も
の
を
、
考
へ

て
み
よ
う
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ
は
か
な
り
大
き
な
問
題
と
思
ひ
ま

す
か
ら
」
と
、
折
口
を
挑
発
し
て
い
る
。

　

柳
田
は
、「
海
南
小
記
」の「
二
色
人
」以
来
、大
正
期
に
は
初
春
に
家
々

を
来
訪
す
る
神
が
存
在
し
、
こ
の
神
が
神
の
詞
、
祝
言
を
も
た
ら
す
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
折
口
は
こ
れ
を
援
用
し
な
が
ら
「
ま
れ
び
と
」
論
を
補

強
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
戦
後
の
対
談
で
は
、
柳
田
は
折
口
の
「
ま
れ

び
と
」
論
に
疑
義
を
は
さ
ん
で
い
る
。
一
方
、
当
の
折
口
は
昭
和
二
十
五

年
（
一
九
五
〇
）
二
月
に
、
國
學
院
大
學
発
行
の
『
本
流
』
創
刊
号
に
掲

載
さ
れ
た
「
日
本
芸
能
史
序
説
」（「
全
集
」
（（
）
で
は
、
村
に
訪
れ
る
来

訪
神
は
本
来
、野
山
の
精
霊
で
あ
っ
た
の
で
は
と
、昭
和
四
年（
一
九
二
九
）

「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」（「
国
文
学
の
発
生
」
第
三
稿
）
で
の
「
ま
れ

び
と
」
祖
霊
論
の
再
検
討
を
始
め
て
い
る
。

　
　
　

五
、
折
口
民
俗
学
検
証
の
い
く
つ
か
の
課
題

　

折
口
信
夫
の
民
俗
学
に
つ
い
て
、
三
点
に
絞
っ
て
柳
田
國
男
か
ら
の
示

唆
、
あ
る
い
は
柳
田
と
の
交
錯
を
見
て
き
た
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
以
外
に

も
、
た
と
え
ば
日
本
の
物
語
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
折
口
は
貴
種

流
離
譚
と
い
う
分
析
指
標
と
概
念
を
提
示
し
て
い
る
。
折
口
は
、
大
正
七

年
八
月
か
ら
十
月
に
『
土
俗
と
伝
説
』
一
巻
一
号
か
ら
三
号
に
連
載
す
る

「
愛
護
若
」
に
「
貴
人
流
離
」「
貴
人
流
離
譚
」
と
い
う
用
語
を
使
っ
て
浄

見
原
天
皇
や
億
計
・
弘
計
王
な
ど
の
流
離
を
い
い
、
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
十
月
の
「
叙
事
詩
の
撒
布
（
上
）
─
日
本
文
学
の
発
生
そ

の
四
─
」（「
全
集
」
１
）
で
「
貴
種
流
離
譚
」
を
使
っ
て
い
る
。『
源
氏
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物
語
』
の
光
源
氏
な
ど
も
例
に
あ
げ
る
の
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を

柳
田
は
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
に
「
流
さ
れ
王（
11
（

」
を
『
史
林
』
五

巻
三
号
に
書
き
、
異
国
神
渡
来
や
貴
人
流
寓
の
伝
説
な
ど
を
取
り
上
げ
て

い
る
。

　

柳
田
の
「
流
さ
れ
王
」
と
折
口
の
「
貴
人
流
離
譚
」「
貴
種
流
離
譚
」

も
ほ
ぼ
同
じ
年
代
に
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
両
者
の
論
述
を
検
証
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
折
口
と
柳
田
の
学
問
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
文
化

理
論
に
加
え
、
た
と
え
ば
両
者
と
も
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）・
十
年

（
一
九
二
一
）
と
い
う
、
同
じ
年
代
に
沖
縄
を
訪
れ
、
沖
縄
文
化
論
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
対
比
し
な
が
ら
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
折
口
、
柳
田
と
も
に
海
外
の
研
究
を
取
り
込
ん
で

お
り
、
そ
の
具
体
相
の
検
証
も
行
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
。

　

本
稿
の
最
後
に
、
折
口
信
夫
の
海
外
理
論
の
摂
取
に
つ
い
て
若
干
触
れ

て
お
く
。
最
初
に
あ
げ
た
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
の
「
追
ひ
書
き
」

に
は
、
折
口
が
そ
の
理
論
を
取
り
込
ん
だ
と
思
わ
れ
る
海
外
研
究
者
の
名

が
何
人
か
出
て
く
る
。そ
の
一
箇
所
を
引
用
す
る
と
、次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

�

蓋
然
の
許
さ
れ
て
ゐ
る
、
哲
学
的
の
思
索
を
改
め
て
、
実
証
化
し
た

ぶ
ん
と
等
の
研
究
が
、
常
に
、
正
し
い
結
論
に
達
し
て
ゐ
る
と
は
云

へ
な
い
。
や
は
り
、
論
理
に
、
飛
躍
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
知
識
と
経

験
と
の
融
合
を
促
す
、実
感
を
欠
い
た
空
想
が
、多
く
交
つ
て
居
る
。

わ
れ
わ
れ
に
は
其
が
、
単
な
る
弁
証
に
し
か
過
ぎ
な
く
思
は
れ
る
事

さ
へ
あ
る
。

　
　

�

東
海
粟
散
の
辺
土
に
、
微
か
な
蟇
の
息
を
吐
く
末
流
の
学
徒
、
私
如

き
者
の
企
て
を
以
て
し
て
も
、
ふ
れ
ぃ
ざ
ぁ
教
授
の
提
供
し
た
証
拠

を
、
そ
の
ま
ま
逆
用
し
て
、
こ
の
大
先
達
の
う
ち
立
て
た
学
界
の
定

説
を
、ひ
つ
く
り
返
す
こ
と
も
出
来
さ
う
な
弱
点
を
見
て
ゐ
る
。（「
全

集
」
３
）

　
「
ぶ
ん
と
」（
ウ
イ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
、W

ilhelm
�M
axim

ili�
W
undt

）、「
ふ
れ
ぃ
ざ
ぁ
教
授
」（J.G.Frazer

）
が
出
て
く
る
の
で
あ

る
が
、こ
こ
で
は
海
外
の
民
族
心
理
学
者
、民
族
学
者
へ
の
批
判
を
行
い
、

自
ら
の
学
問
の
自
立
を
宣
言
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
の
文
章
で
あ
る
。
こ

う
し
た
批
判
が
奈
辺
に
あ
る
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
検
証
が
必
要
と
な
る

が
、
折
口
は
独
自
の
学
問
を
求
め
る
な
か
で
、
海
外
理
論
を
取
り
込
ん
で

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
折
口
の
霊
魂
論
や
王
権
論
を
構
成
す
る
「
外
来
魂
」
理
論

は
、
先
の
ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
学（
11
（

が
説
い
て
い
る
霊
魂
信
仰
を
「
身
体
魂
」

と
、
死
者
だ
け
で
な
く
生
者
に
も
存
在
す
る
「
映
像
魂
」
の
二
つ
で
捉
え

る
と
い
う
考
え
方
を
ヒ
ン
ト
に
、
沖
縄
の
マ
ブ
イ
観
に
よ
っ
て
実
体
化
し
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た
も
の
で
あ
る
し
、
ヴ
ン
ト
が
い
う
霊
魂
と
神
信
仰
の
関
係
を
霊
魂
信
仰

か
ら
神
信
仰
へ
と
進
ん
で
い
く
と
い
う
進
化
論
的
把
握
も
折
口
に
は
見
ら

れ
る
。
ま
た
、
祖
先
の
表
象
が
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
に
つ
な
が
り
得
る
と
い
う

パ
ラ
ダ
イ
ム
や「
他
界
表
象
」と
い
う
他
界
認
識
に
対
す
る
問
題
意
識
も
、

ヴ
ン
ト
か
ら
の
影
響
と
考
え
ら
れ
る（
11
（

。

　

ま
た
、折
口
は「
民
俗
学
」そ
の
も
の
の
説
明
を
昭
和
九
年（
一
九
三
四
）

六
月
刊
の
『
日
本
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
に
書
き
（「
全
集
」
（9
所
収
）、

こ
こ
で
週
期
伝
承
、
階
級
伝
承
、
造
形
伝
承
、
行
動
伝
承
、
言
語
伝
承
と

い
う
民
俗
の
五
分
類
を
示
す
。
こ
の
分
類
は
何
度
か
書
き
換
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
が（
11
（

、こ
の
う
ち
の
造
形
伝
承
に
つ
い
て
は
、昭
和
二
年（
一
九
二
七
）

四
月
刊
の
チ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
ソ
フ
ィ
ア
・
バ
ー
ン
編
著
・
岡
正
雄
訳『T

H
E�

H
A
N
D
BO
O
K
�O
F�FO

LK
LO
RE　

英
国
民
俗
学
協
会
公
刊　

民
俗
学

概
論
』（
岡
書
院
）
か
ら
の
影
響
が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る（
1（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
折
口
民
俗
学
の
形
成
論
に
は
、
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
の

で
あ
る
が
、
折
口
は
自
分
の
民
俗
学
の
研
究
法
に
つ
い
て
は
、
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
）
七
月
三
十
一
日
か
ら
八
月
三
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
日
本

民
俗
学
講
習
会
で
の
講
演
「
地
方
に
居
て
試
み
た
民
俗
研
究
の
方
法
」

（「
全
集
」
（9
所
収
）
で
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
「
沖
縄
な
ら

沖
縄
、
壱
岐
な
ら
壱
岐
の
島
を
全
部
採
集
し
て
あ
る
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
言
ふ
焦
慮
に
ば
か
り
駆
ら
れ
て
、
ど
う
も
う
ま
く
行
か
な
か
つ
た
」
と

い
い
、
特
定
地
域
の
所
謂
民
俗
誌
的
研
究
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
も

う
一
つ
は
沖
縄
の
民
俗
研
究
を
述
べ
る
な
か
で
、「
私
と
し
て
、
一
番
い

け
な
い
と
こ
ろ
は
、
比
較
が
比
較
で
終
ら
ず
に
ま
う
一
つ
上
に
、
目
的
を

据
ゑ
る
─
謂
は
ゞ
、
日
本
人
の
発
足
点
な
る
古
代
に
研
究
題
目
を
置
い
て

ゐ
る
事
で
あ
つ
た
。
比
較
研
究
が
行
は
れ
る
か
行
は
れ
な
い
か
の
先
に
、

直
ち
に
古
代
の
知
識
は
迎
へ
に
来
て
し
ま
つ
て
、
古
代
研
究
や
ら
現
代
観

察
や
ら
、
訣
ら
な
く
な
る
こ
と
が
多
か
つ
た
」
と
い
い
、
民
俗
事
象
の
比

較
研
究
を
あ
げ
る
。
民
俗
の
比
較
研
究
法
は
、
柳
田
の
論
述
に
お
い
て
は

随
所
に
具
体
的
に
示
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
に
よ
っ
て
列
島
文
化
の
位
相（
地

域
差
）
と
民
俗
の
変
遷
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
日
本
民

俗
学
の
動
向
と
し
て
は
、
と
み
に
こ
の
比
較
研
究
法
が
後
退
し
て
お
り
、

民
俗
学
の
独
自
性
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て

列
島
文
化
の
位
相
が
主
張
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
、
改
め
て
、
折
口
や
柳

田
が
主
張
し
、
実
践
し
た
比
較
研
究
法
の
重
要
性
を
認
識
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
こ
の
方
法
は
、
折
口
は
柳
田
か
ら
学
ん
だ
方
法
で
あ
り
、
最
初
に

取
り
上
げ
た「
三
郷
巷
談
」で
も
類
例
を
あ
げ
て
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
こ
の
稿
の
目
的
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
、

ま
だ
い
く
つ
も
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
し
て
お
く
。
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注（
１
）�

折
口
信
夫
は
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
刊
の
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二

（
新
版
『
折
口
信
夫
全
集
』
３
）
の
「
追
ひ
書
き
」
で
、
柳
田
國
男
の
学
問
と
の

出
会
い
と
こ
れ
に
よ
っ
て
「
私
の
心
に
、
一
道
の
明
り
の
さ
す
事
を
感
じ
た
の
で

あ
る
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
其
は
、
新
し
い
国
学
を
興
す
事
で
あ
る
。
合
理
化
・

近
世
化
せ
ら
れ
た
古
代
信
仰
の
、
元
の
姿
を
見
る
事
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

柳
田
の
民
俗
学
を
自
分
の
研
究
に
取
り
込
む
こ
と
で
「
新
し
い
国
学
を
興
す
事
」

を
め
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

（
２
）�

柳
田
が
農
政
学
か
ら
民
間
伝
承
研
究
へ
と
軸
足
を
移
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
牛
島

史
彦
は
「
農
政
論
と
民
俗
学
の
両
方
を
包
摂
す
る
彼
の
学
問
課
題
は
「
国
民
主
体

の
確
立
」
で
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
農
政
学
の
挫
折
、
民
俗
学
へ
の
転
向
で
は
な

い
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
（
牛
島
史
彦
『
柳
田
國
男
の
国
民
農
業
論
』
農
山

漁
村
文
化
協
会
、
平
成
二
十
三
年<

二
〇
一
一>

十
月
）。

（
３
）�

柳
田
國
男
「
踊
の
今
と
昔
」
は
『
柳
田
國
男
全
集
』
（8
（
ち
く
ま
文
庫
、
平
成
二

年<

一
九
九
〇>

六
月
）
所
収
、「「
イ
タ
カ
」
及
び
「
サ
ン
カ
」」
は
『
柳
田
國
男

全
集
』
４
（
ち
く
ま
文
庫
、
平
成
元
年<

一
九
八
九>

十
月
）
所
収
、「
所
謂
特
殊

部
落
ノ
種
類
」
は
『
柳
田
國
男
全
集
』
４
所
収
。

（
４
）�「
自
撰
年
譜
」（
二
）
は
、
短
歌
文
学
全
集
『
釋
迢
空
』（
第
一
書
房
、
昭
和
十
二

年<

一
九
三
七>

一
月
）
に
「
釋
迢
空
年
譜
」
と
し
て
附
さ
れ
た
も
の
で
、『
折
口

信
夫
全
集
』
（6
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）�

あ
る
神
の
氏
子
が
も
つ
身
体
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
、
柳
田
國
男
も
研
究

対
象
と
す
る
。
柳
田
は
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の
『
郷
土
研
究
』
四
巻
八
号
に

「
一
眼
一
足
の
怪
」、
同
四
巻
九
号
に
「
片
足
神
」、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
の

四
巻
一
一
号
に
「
片
目
の
魚
」、
四
巻
一
二
号
に
「
一
つ
目
小
僧
」
を
書
き
、
同

年
八
・
九
月
に
は
東
京
日
々
新
聞
で
「
一
つ
目
小
僧
の
話
」
を
連
載
す
る
。「
一
つ

目
小
僧
の
話
」
で
は
、
御
霊
信
仰
と
氏
子
や
贄
の
身
体
的
特
徴
が
論
じ
ら
れ
て
お

り
、
こ
の
柳
田
の
視
点
は
、
折
口
の
「
三
郷
巷
談
」
か
ら
の
示
唆
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
。

（
６
）�

こ
こ
で
は
五
大
力
菩
薩
の
信
仰
伝
承
は
あ
げ
て
い
な
い
が
、
こ
の
信
仰
に
つ
い
て

は
『
郷
土
研
究
』
第
一
巻
第
五
号
に
南
方
熊
楠
が
「
五
大
力
菩
薩
」
を
、
同
じ
巻

号
に
出
口
米
吉
が
「
五
大
力
の
カ
ン
ザ
シ
の
形
」
を
書
い
て
い
る
。

（
７
）�『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
（「
全
集
」
３
）
で
は
「
ら
つ
ぱ
を
羨
む
子
ど
も
」
と

い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
８
）�

拙
稿
「
折
口
信
夫
「
三
郷
巷
談
」
の
意
趣
」『
口
承
文
芸
研
究
』
三
二
号
、
平
成

二
十
一
年<

二
〇
〇
九>

三
月

（
９
）�

柳
田
國
男
『
故
郷
七
十
年
』（
昭
和
三
十
四
年<

一
九
五
九>

十
一
月
、『
定
本
柳

田
國
男
集
』
別
巻
三
所
収
）
の
「
嫁
盗
み
」
の
項
で
、「
私
は
こ
の
報
告
を
読
ん

で
ハ
ッ
と
思
ひ
、
大
変
学
問
が
進
ん
だ
や
う
な
気
が
し
た
の
で
折
口
君
に
御
礼
を

い
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
」
と
い
い
、
そ
の
理
由
の
二
つ
目
に
折
口
が
報
告
し
た
経

済
的
理
由
を
あ
げ
て
い
る
。

（
（0
）�

前
掲
（
９
）
こ
の
こ
と
は
「
嫁
盗
み
」
の
項
の
冒
頭
で
「
折
口
君
の
報
告
は
た
し

か
こ
ん
な
話
で
あ
つ
た
」
と
し
て
、
続
い
て
引
用
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

（
（（
）�

池
田
弥
三
郎
『
私
説
折
口
信
夫
』
中
公
新
書
、
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
八

月

（
（（
）�

折
口
信
夫
「
自
撰
年
譜
（
一
）」『
現
代
短
歌
全
集
第
十
三
巻　

釋
迢
空
集
』
改
造

社
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
九
月
（「
全
集
」
（6
所
収
）

（
（（
）�

折
口
の
「
標
山
」「
依
代
」
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
神
去
来
観
念
と
依
代
論
の

再
検
討
」（
小
川
直
之
編『
折
口
信
夫
・
釋
迢
空
─
そ
の
人
と
学
問
─
』お
う
ふ
う
、

平
成
十
七
年<

二
〇
〇
五>

四
月
）、
拙
稿
「「
依
代
」
の
比
較
研
究
」（
神
奈
川
大

学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
『
国
際
常
民
文
化
研
究
叢
書
７
─
ア
ジ
ア
祭
祀
芸
能

の
比
較
研
究
─
』
平
成
二
十
六
年<

二
〇
一
四>

十
月
）
を
参
照
願
い
た
い
。

（
（4
）�
福
原
敏
男
「
折
口
信
夫
依
代
論
の
原
点
─
髭
籠
と
傘
鉾
─
」（
植
木
行
宣
・
福
原

敏
男
著
『
山
・
鉾
・
屋
台
行
事　

祭
り
を
飾
る
民
俗
造
形
』
岩
田
書
院
、
平
成

二
十
八
年<
二
〇
一
六>

九
月
）
で
は
、
折
口
の
依
代
論
を
検
討
、
検
証
す
る
に
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あ
た
っ
て
は
「
髯
籠
の
話
」「
だ
い
が
く
の
研
究
」「
盆
踊
り
と
祭
屋
台
と
」
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
折
口
理
論
が
「
標
山
」
論
と
「
依
代
」
論
の
二
つ
か
ら

な
る
こ
と
は
重
視
し
て
い
な
い
。

（
（5
）�

池
田
弥
三
郎
『
私
説
折
口
信
夫
』（
中
公
新
書
二
九
五
、
昭
和
四
十
七
年

<

一
九
七
二>
八
月
）
の
「
髯
籠
の
話
を
中
心
に
」
の
章
。

（
（6
）�「
髯
籠
の
話
」
の
掲
載
を
め
ぐ
る
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
前
掲
（
（（
）

の
拙
稿
で
も
触
れ
た
。

（
（7
）�

福
田
ア
ジ
オ
『
日
本
の
民
俗
学
─
「
野
」
の
学
問
二
百
年
─
』（
吉
川
弘
文
館
、

平
成
二
十
一
年<

二
〇
〇
九>
十
月
）
で
も
「『
郷
土
研
究
』
の
創
刊
と
本
格
的
活

動
の
開
始
」
の
章
に
「
折
口
信
夫
の
登
場
」
の
節
を
設
け
、「
髯
籠
の
話
」
の
掲

載
を
め
ぐ
る
い
き
さ
つ
を
、
折
口
か
ら
の
投
稿
原
稿
を
「
読
ん
だ
柳
田
が
内
容
の

優
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
生
来
の
負
け
ん
気
か
ら
、
ほ
ぼ
同
じ
テ
ー
マ
で
か
ね

て
考
え
て
い
た
内
容
を
急
い
で
執
筆
し
、
そ
れ
を
三
巻
一
号
に
掲
載
し
、
折
口
の

「
髯
籠
の
話
」
の
若
干
の
字
句
を
挿
入
し
て
、
翌
月
号
に
掲
載
し
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
福
田
が
い
う
「
ほ
ぼ
同
じ
テ
ー
マ
」
が
何
で
あ
る

か
は
分
か
ら
な
い
が
、
こ
の
辺
は
「
標
山
」
論
な
の
か
、「
依
代
」
論
な
の
か
、
は
っ

き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
福
田
は
、
柳
田
は
「
神
を
招
く
柱
や
樹
木
を

示
す
用
語
を
提
示
し
な
か
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
本
文
中
で
示
し
た
よ
う

に
、
手
草
で
あ
る
ス
ス
キ
や
ア
シ
に
は
「
依
坐
」「
神
代
」
と
い
う
用
語
を
提
示

し
て
い
る
。

（
（8
）�

こ
れ
は
諏
訪
春
雄
『
折
口
信
夫
を
読
み
直
す
』（
講
談
社
現
代
新
書
、
平
成
六
年

<

一
九
九
四>

十
二
月
）
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

（
（9
）�

柳
田
國
男
「
し
だ
れ
桜
の
問
題
」
は
、『
信
州
随
筆
』（
山
村
書
院
、
昭
和
十
一
年

<

一
九
三
六>

）
に
収
録
さ
れ
る
。（『
柳
田
國
男
全
集
』
（4
、
ち
く
ま
文
庫
、
平

成
二
年<

一
九
九
〇>

九
月
）

（
（0
）�

柳
田
の
「
し
だ
れ
桜
の
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
拙
稿
「
柳
田
國
男
・
折
口
信
夫

と
三
遠
南
信
」（『
伊
那
民
俗
研
究
』
（0
号
、
柳
田
國
男
記
念
伊
那
民
俗
研
究
所
、

平
成
二
十
五
年<

二
〇
一
三>

五
月
）
を
参
照
頂
き
た
い
。

（
（（
）�

拙
稿
「
折
口
信
夫
の
「
ま
れ
び
と
」
論
」『
東
ア
ジ
ア
比
較
文
化
研
究
』
４
、
東

ア
ジ
ア
比
較
文
化
国
際
会
議
日
本
支
部
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
６
月

（
（（
）�

折
口
信
夫「
呪
言
の
展
開
─
日
本
文
学
の
発
生
そ
の
二
─
」（『
日
光
』一
巻
三
号
、

大
正
十
三
年<

一
九
二
四>

六
月
）が『
古
代
研
究
』国
文
学
篇
に
収
録
さ
れ
た「
国

文
学
の
発
生　

第
二
稿
」
と
な
る
（「
全
集
」
（
）

（
（（
）�

大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
三
月
二
十
九
日
か
ら
東
京
朝
日
新
聞
に
「
海
南
小
記
」

と
題
し
て
、
五
月
三
十
日
ま
で
に
三
二
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
る
。
後
に
大
正

十
四
年
（
一
九
二
五
）
四
月
に
『
海
南
小
記
』（
大
岡
山
書
店
）
と
し
て
出
版
さ

れ
る
。『
柳
田
國
男
全
集
』
１
（
ち
く
ま
文
庫
、
平
成
元
年<

一
九
八
九>

九
月
）

所
収

（
（4
）�

柳
田
國
男
「
雪
国
の
春
」『
婦
人
の
友
』
二
〇
巻
一
号
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

一
月
、『
柳
田
國
男
全
集
』
２
（
ち
く
ま
文
庫
、
平
成
元
年<

一
九
八
九>

九
月
）

所
収

（
（5
）�

折
口
信
夫
「
常
世
及
び
「
ま
れ
び
と
」」（『
民
族
』
四
巻
二
号
、
昭
和
四
年

<

一
九
二
九>

一
月
）
が
、『
古
代
研
究
』
国
文
学
篇
の
「
国
文
学
の
発
生　

第
三

稿
」
と
な
る
（「
全
集
」
１
）

（
（6
）�

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
の
『
民
族
学
研
究
』
第
十
四
巻
第
二
号
に

掲
載
。「
全
集
」
別
巻
３
所
収

（
（7
）�

柳
田
國
男
「
流
さ
れ
王
」
は
『
一
つ
目
小
僧
そ
の
他
』（
小
山
書
店
、
昭
和
九
年

<

一
九
三
四>

六
月
）
に
収
録
さ
れ
る
。『
柳
田
國
男
全
集
』
６
（
ち
く
ま
文
庫
、

平
成
元
年<

一
九
八
九>

十
二
月
）
所
収

（
（8
）�

桑
田
芳
藏
『
霊
魂
信
仰
と
祖
先
崇
拝
（
民
族
心
理
学
的
研
究
）』（
心
理
学
研
究
会

出
版
部
、
大
正
五
年<

一
九
一
六>

十
月
）
や
桑
田
芳
蔵
『
ヴ
ン
ト
の
民
族
心
理
学
』

（
改
造
社
、
大
正
十
三
年<

一
九
二
四>

三
月
）

（
（9
）�
佐
藤
深
雪
は
、「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
と
折
口
信
夫
」（『
國
學
院
雑
誌
』

九
四
巻
一
一
号
、
昭
和
五
十
一
年<

一
九
七
六>

八
月
）
で
、「
折
口
が
ヴ
ン
ト
の
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民
族
心
理
学
か
ら
受
け
た
影
響
と
し
て
は
、「
よ
り
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
時
代
の
霊

魂
の
分
化
と
い
う
考
え
方
」、
身
体
魂
へ
の
恐
怖
心
な
ど
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

（
（0
）�

和
田
正
洲
「
造
形
伝
承
論
」（
日
本
民
俗
研
究
大
系
編
集
委
員
会
編
『
日
本
民
俗

研
究
大
系
』第
五
巻
造
形
伝
承
、國
學
院
大
學
、昭
和
五
十
九
年<

一
九
八
四>

で
、

折
口
の
民
俗
分
類
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
（（
）�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
折
口
信
夫
の
造
形
伝
承
論
」（
南
山
大
学
人
類

学
研
究
所
『
人
類
学
研
究
所　

研
究
論
集
』
第
２
号
、
平
成
二
十
七
年

<

二
〇
一
五>

三
月
）
で
具
体
的
に
示
し
た
。

＊�

折
口
信
夫
の
著
作
は
、
新
版
『
折
口
信
夫
全
集
』（
中
央
公
論
社
）
に
拠
る
。
必
要
に

応
じ
て
初
出
等
を
示
し
た
が
、
引
用
は
「
全
集
」
巻
数
を
略
記
し
た
。


